
JP 2014-61255 A 2014.4.10

10

(57)【要約】
【課題】２枚のシート材間に伸長状態の弾性部材が配置
され、弾性部材によってシート材が収縮する吸収性物品
であって、シート材の柔軟性を保持しつつ、弾性部材に
よってシート材の意図した領域が収縮する吸収性物品等
を提供する。
【解決手段】吸収性物品は、後外装トップシート７０Ｒ
と後側外装バックシート８０Ｒとの間に、伸長状態で配
置された後脚回り弾性材５Ｒを有し、後側外装トップシ
ートと後側外装バックシートとの間には、後脚回り弾性
材５Ｒが配置された領域を含む第１接着領域Ｒ１と、第
１接着領域と一部が重なる第２接着領域と、第１接着領
域と第２接着領域とが重なり、後脚回り弾性材によって
収縮する収縮領域Ｒ５の端部が配置された重畳領域Ｒ４
と、が設けられ、後側外装トップシートには、重畳領域
に重なるように外装センターシート１００が積層されて
いる。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　着用者の身体前側と身体後側とに延びる前後方向、前記前後方向に直交する幅方向、前
記着用者に向かう内方向、及び前記内方向と反対側に向かう外方向を有する吸収体と、
　前記吸収体よりも前記内方向又は前記外方向に配置される複数のシート材と、
　前記前後方向及び幅方向のうち少なくとも一方向に伸長された状態で、前記複数のシー
ト材に含まれる第１シート材と第２シート材との間に配置された弾性部材と、を有し、
　前記第１シート材と前記第２シート材との間には、少なくとも前記弾性部材が配置され
た領域を含み、接着剤が塗布された第１接着領域と、前記第１接着領域と一部が重なって
配置され、接着剤が塗布された第２接着領域と、が設けられており、
　前記複数のシート材のうち、少なくとも前記第１シート材及び前記第２シート材が伸長
状態の弾性部材によって収縮する収縮領域と、前記収縮領域の収縮方向において前記収縮
領域に隣接して配置され、かつ前記第１シート材及び前記第２シート材が前記弾性部材に
よって収縮しない非収縮領域と、を有しており、
　前記第１接着領域と前記第２接着領域とが重なる重畳領域には、前記収縮領域の前記非
収縮領域側の端部が配置されており、
　前記第１シート材又は前記第２シート材には、前記重畳領域に重なるように第３シート
材が積層されている、吸収性物品。
【請求項２】
　前記重畳領域には、前記弾性部材の端部が配置されている、請求項１に記載の吸収性物
品。
【請求項３】
　前記第２接着領域は、前記第１接着領域よりも高い目付で前記接着剤が塗布されている
、請求項１又は請求項２に記載の吸収性物品。
【請求項４】
　前記第１接着領域は、非接触式の塗工方法によって前記接着剤が塗布されており、
　前記第２接着領域は、接触式の塗工方法によって前記接着剤が塗布されている、請求項
１から請求項３のいずれかに記載の吸収性物品。
【請求項５】
　前記重畳領域は、前記収縮領域と前記非収縮領域とに跨がって配置されている、請求項
１から請求項４のいずれかに記載の吸収性物品。
【請求項６】
前記非収縮領域には、前記第１シート材の端部、前記第２シート材の端部、及び前記弾性
部材の端部が配置されている、請求項１から請求項５のいずれかに記載の吸収性物品。
【請求項７】
　前記第２接着領域は、前記第１接着領域よりも前記第１シート材の端部及び前記第２シ
ート材の端部側に配置されている、請求項６に記載の吸収性物品。
【請求項８】
　前記着用者の股間部に当てられる股下領域と、前記股下領域の前方に配置される前胴回
り領域と、前記股下領域の後方に配置される後胴回り領域と、を備え、
　前記股下領域には、前記着用者の脚回りに配置される脚回り開口部が形成されており、
　前記弾性部材は、前記前胴回り領域側の前記脚回り開口部に沿って配置される前側レッ
グギャザーと、前記後胴回り域側の前記脚回り開口部に沿って配置される後側レッグギャ
ザーと、のうち少なくともいずれか一方を構成する、請求項１から請求項７のいずれかに
記載の吸収性物品。
【請求項９】
　前記第１シート材及び前記第２シート材は、前記吸収体よりも前記外方向に配置され、
かつ前記前側レッグギャザーが配置される前側外装体と、前記吸収体よりも前記外方向に
配置され、かつ前記後側レッグギャザーが配置される後側外装体と、を備えており、
　前記前側外装体は、少なくとも前記前胴回り領域に配置され、
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　前記後側外装体は、前記前側外装体と離間しており、少なくとも前記後胴回り領域に配
置されており、
　前記第３シート材は、前記股下領域に配置され、前記前側外装体及び前記後側外装体に
それぞれ接合されている、請求項８に記載の吸収性物品。
【請求項１０】
　前記複数のシート材は、不織布によって構成されており、
　前記重畳領域の前記シート材の層数は、前記第１接着領域における、前記第３シート材
が重なる部分以外の前記第１接着領域の前記シート材の層数よりも多い、請求項１から請
求項９のいずれかに記載の吸収性物品。
【請求項１１】
　着用者の身体前側と身体後側とに延びる前後方向、前記前後方向に直交する幅方向、前
記着用者に向かう内方向、及び前記内方向と反対側に向かう外方向を有する吸収体と、前
記吸収体よりも前記外方向又は前記内方向に配置される複数のシート材と、前記前後方向
及び幅方向のうち少なくとも一方向に伸長された状態で、前記複数のシート材に含まれる
第１シート材と第２シート材との間に配置された弾性部材と、を備える吸収性物品の製造
方法であって、
　前記第１シート材の前記弾性部材側の面及び前記第２シート材側の前記弾性部材側の面
のうち少なくともいずれか一方の面の前記弾性部材を配置する領域に、接着剤を塗布して
第１接着領域を設ける工程と、
　前記第１シート材の前記弾性部材側の面及び前記第２シート材の前記弾性部材側の面の
うち少なくともいずれか一方の面の前記第１シート材の端部又は前記第２シート材の端部
に、少なくとも一部が前記第１接着領域と重なるように接着剤を塗布して第２接着領域を
設ける工程と、
　前記第１シート材と前記第２シート材とが重なる領域と、前記第１シート材の端部より
も外側の領域又は前記第２シート材の端部よりも外側の領域と、に跨がるように、連続す
る前記弾性部材を伸長させて配置する工程と、
　前記第１シート材の端部又は前記第２シート材の端部よりも外側の領域に配置された弾
性部材を、前記第１シート材の端部又は第２シート材の端部に沿って切断する工程と、を
備える、吸収性物品の製造方法。
【請求項１２】
　着用者の身体前側と身体後側とに延びる前後方向、前記前後方向に直交する幅方向、前
記着用者に向かう内方向、及び前記内方向と反対側に向かう外方向を有する吸収体を有す
る吸収性本体と、前記吸収性本体よりも外方向に配置される外装体と、を備え、
　前記着用者の股間部に当てられる股下領域と、前記股下領域の前方に配置される前胴回
り領域と、前記股下領域の後方に配置される後胴回り領域と、を備える吸収性物品であっ
て、
　前記吸収体は、前記吸収体の幅方向中心よりも幅方向両外側に位置し、かつ前記吸収体
が前記外方向に凸に曲がることができるように形成された一対の曲部を有しており、
　前記外装体には、複数の弾性部材が配置されており、
　前記複数の弾性部材は、前記幅方向に延びる直線状の直線部と、前記直線部よりも幅方
向両外側に位置し、かつ前記幅方向内側から前記幅方向外側に向かって前記前後方向内側
から前記前後方向外側に延びる曲線状の曲線部と、を有しており、
　前記弾性部材の直線部は、前記吸収体の前記一対の曲部に重なり、
　前記弾性部材の曲線部は、前記吸収体よりも幅方向外側に配置されており、
　前記弾性部材の前記曲線部の伸長率は、前記弾性部材の前記直線部の伸長率よりも高い
、吸収性物品。
【請求項１３】
　前記直線部は、前記吸収体の前後方向中心よりも後方において前記吸収体に重なる、請
求項１２に記載の吸収性物品。
【請求項１４】
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　前記吸収体は、前記吸収体の幅方向の長さが前記吸収体の前後方向中央部から前後方向
外側に向かって長くなる傾斜領域を有しており、
　前記弾性部材の前記直線部は、前記吸収体の前記傾斜領域に重なる、請求項１２又は請
求項１３に記載の吸収性物品。
【請求項１５】
　前記曲部は、前記吸収体に形成されたスリット又は前記吸収体を厚み方に圧縮した圧搾
部によって構成されており、
　前記吸収体は、前記幅方向において前記一対の曲部間に配置され、前記曲部を有しない
中央吸収部を備える、請求項１２から請求項１４のいずれかに記載の吸収性物品。
【請求項１６】
　前記一対の曲部は、前記前後方向に沿って配置される、請求項１２から請求項１５のい
ずれかに記載の吸収性物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、２枚のシート材の間に弾性部材が伸長された状態で配置された吸収性物品及
び吸収性物品の製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、脚回り開口部の周囲に伸長された弾性部材が設けられた吸収性物品が
開示されている。この吸収性物品の製造方法は、吸収性物品の左側の脚回り弾性部材と右
側の脚回り弾性部材とが連続するようにシート材上に弾性部材を伸長状態で配置し、当該
左側の脚回り弾性部材と右側の脚回り弾性部材との間で不要な弾性部材を切断する。この
ようにして製造された吸収性物品は、左側の脚回り弾性部材と右側の脚回り弾性部材とが
非連続的に配置される。
【０００３】
　このように、従来から、連続する弾性部材を伸長状態でシート材に配置し、弾性部材の
一部を切断することによって、必要な部分（例えば、レッグ開口部の周囲）のみに弾性部
材を設けることが行われている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許公報第６４８２２７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、上述の吸収性物品には、以下の問題点があった。
【０００６】
　製造過程で連続的に弾性部材を伸長状態で配置した後に弾性部材を切断して、非連続的
に弾性部材を配置しようとすると、弾性部材を切断した際に、切断部分の弾性部材が伸長
状態から解除されて収縮する。よって、弾性部材の端部は、切断位置よりも伸長方向内側
に移動する。この弾性部材の端部の移動量が長くなると、切断部分近傍に弾性部材が配置
されず、切断部分近傍のシート材等が収縮しない。
【０００７】
　例えば、切断部分近傍のシート材等を収縮させるために、切断部分の弾性部材やシート
材の切断部分に接着剤を塗布することが考えられる。しかし、切断部分の弾性部材等に接
着剤を塗布すると、切断部分から接着剤が露出するおそれがある。切断部分から接着剤が
露出すると、意図しない部分でシート材同士が接着したり、接着剤が着用者に付着するこ
とによる肌トラブルが発生したりするおそれがある。
【０００８】
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　また、切断部分近傍のシート材等を収縮させるために、弾性部材とシート材とを接合す
る接着剤の目付を全体的に高くして、弾性部材がシート材から離間して移動することを抑
制することが考えられる。しかし、接着剤の目付を全体的に高くし過ぎると、シート材の
柔軟性が低下し、着用時に違和感が生じたり、身体にフィットし難くなったりするおそれ
がある。
【０００９】
　そこで、本発明は、２枚のシート材間に伸長状態の弾性部材が配置され、弾性部材によ
ってシート材が収縮する吸収性物品であって、シート材の柔軟性を保持しつつ、弾性部材
によってシート材の意図した領域が収縮する吸収性物品及び吸収性物品の製造方法を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係る吸収性物品（使い捨ておむつ１）は、着用者の身体前側と身体後側とに延
びる前後方向（前後方向Ｌ）、前記前後方向に直交する幅方向（幅方向Ｗ）、前記着用者
に向かう内方向（内方向ＩＮ）、及び前記内方向と反対側に向かう外方向（外方向ＯＵＴ
）を有する吸収体（吸収体４０）と、前記吸収体よりも前記内方向又は前記外方向に配置
される複数のシート材と、前記前後方向及び幅方向のうち少なくとも一方向に伸長された
状態で、前記複数のシート材に含まれる第１シート材（前側外装トップシート７０Ｆ又は
後側外装トップシート７０Ｒ）と第２シート材（前側外装バックシート８０Ｆ又は後側外
装バックシート８０Ｒ）との間に配置された弾性部材(前脚回り弾性材５Ｆ又は後脚回り
弾性材５Ｒ)と、を有し、前記第１シート材と前記第２シート材との間には、少なくとも
前記弾性部材が配置された領域を含み、接着剤が塗布された第１接着領域（第１接着領域
Ｒ１）と、前記第１接着領域と一部が重なって配置され、接着剤が塗布された第２接着領
域（第２接着領域Ｒ２）と、が設けられており、複数のシート材のうち、少なくとも前記
第１シート材及び前記第２シート材が伸長状態の弾性部材によって収縮する収縮領域（収
縮領域Ｒ５）と、前記収縮領域の収縮方向において前記収縮領域に隣接して配置され、か
つ前記第１シート材及び前記第２シート材が前記弾性部材によって収縮しない非収縮領域
（非収縮領域Ｒ６）と、を有しており、前記第１接着領域と前記第２接着領域とが重なる
重畳領域（重畳領域Ｒ４）には、前記収縮領域の前記非収縮領域側の端部が配置されてお
り、前記第１シート材又は前記第２シート材には、前記重畳領域に重なるように第３シー
ト材（外装センターシート１００）が積層されている。
【００１１】
　本発明に係る吸収性物品の製造方法は、着用者の身体前側と身体後側とに延びる前後方
向、前記前後方向に直交する幅方向、前記着用者に向かう内方向、及び前記内方向と反対
側に向かう外方向を有する吸収体と、前記吸収体よりも前記外方向又は前記内方向に配置
される複数のシート材と、前記前後方向及び幅方向のうち少なくとも一方向に伸長された
状態で、前記複数のシート材に含まれる第１シート材と第２シート材との間に配置された
弾性部材と、を備える吸収性物品の製造方法であって、前記第１シート材の前記弾性部材
側の面及び前記第２シート材の前記弾性部材側の面のうち少なくともいずれか一方の面の
前記弾性部材を配置する領域に、接着剤を塗布して第１接着領域を設ける工程と、前記第
１シート材の前記弾性部材側の面及び前記第２シート材側の前記弾性部材側の面のうち少
なくともいずれか一方の面の前記第１シート材の端部又は前記第２シート材の端部に、少
なくとも一部が前記第１接着領域と重なるように接着剤を塗布して第２接着領域を設ける
工程と、前記第１シート材と前記第２シート材とが重なる領域と、前記第１シート材の端
部よりも外側の領域又は前記第２シート材の端部よりも外側の領域と、に跨がるように、
連続する前記弾性部材を伸長させて配置する工程と、前記第１シート材の端部又は第２シ
ート材の端部よりも外側に配置された弾性部材を、前記第１シート材の端部又は第２シー
ト材の端部に沿って切断する工程と、を備えることを要旨とする。
【００１２】
　また、本発明に係る吸収性物品（使い捨ておむつ１）は、着用者の身体前側と身体後側
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とに延びる前後方向、前記前後方向に直交する幅方向、前記着用者に向かう内方向、及び
前記内方向と反対側に向かう外方向を有する吸収体を有する吸収性本体と、前記吸収性本
体よりも外方向に配置される外装体と、を備え、前記着用者の股間部に当てられる股下領
域と、前記股下領域の前方に配置される前胴回り領域と、前記股下領域の後方に配置され
る後胴回り領域と、を備える吸収性物品であって、前記吸収体は、前記吸収体の幅方向中
心よりも幅方向両外側に位置し、かつ前記吸収体が前記外方向に凸に曲がることができる
ように形成された一対の曲部を有しており、前記外装体には、複数の弾性部材が配置され
ており、前記複数の弾性部材は、前記幅方向に延びる直線状の直線部と、前記直線部より
も幅方向両外側に位置し、かつ前記幅方向内側から前記幅方向外側に向かって前記前後方
向内側から前記前後方向外側に延びる曲線状の曲線部と、を有しており、前記弾性部材の
直線部は、前記吸収体の前記一対の曲部に重なり、前記弾性部材の曲線部は、前記吸収体
よりも幅方向外側に配置されており、前記弾性部材の前記曲線部の伸長率は、前記弾性部
材の前記直線部の伸長率よりも高いことを要旨とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本開示によれば、２枚のシート材間に伸長状態の弾性部材が配置され、弾性部材によっ
てシート材が収縮する吸収性物品であって、シート材の柔軟性を保持しつつ、弾性部材に
よってシート材の意図した領域が収縮する吸収性物品及び吸収性物品の製造方法を提供で
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】実施の形態１に係る使い捨ておむつの概略斜視図である。
【図２】実施の形態１に係る使い捨ておむつの展開平面図である。
【図３】図２に示すＸ１-Ｘ’１線に沿った使い捨ておむつの幅方向断面図である。
【図４】図２に示すＸ２-Ｘ’２線に沿った使い捨ておむつの前後方向断面図である。
【図５】実施の形態１に係る吸収体の平面図である。
【図６】実施の形態１に係る使い捨ておむつの変形状態を模式的に示すＸ１-Ｘ’１線に
沿った断面図である。
【図７】実施の形態１に係る吸収性物品の製造工程を、吸収性物品の製造方法の搬送方向
に沿って模式的に示した図である。
【図８】第１接着領域及び第２接着領域を模式的に示した図である。
【図９】図２に示すＸ３-Ｘ’３線に沿った外装体の模式断面図である。
【図１０】変形例１に係る使い捨ておむつの展開平面図である。
【図１１】図１０に示すＸ４-Ｘ’４線に沿った外装体の模式断面図である。
【図１２】変形例２に係る使い捨ておむつの外装体の模式断面図である。
【図１３】変形例３に係る使い捨ておむつの展開平面図である。
【図１４】変形例４に係る使い捨ておむつの図２に示すＸ３-Ｘ’３線を基準とした模式
断面図である。
【図１５】変形例５に係る使い捨ておむつの図２に示すＸ３-Ｘ’３線を基準とした模式
断面図である。
【図１６】変形例６に係る使い捨ておむつの展開平面図である。
【図１７】変形例６に係る使い捨ておむつの伸長状態におけるＸ５-Ｘ’５線、及びＸ６
に沿った断面図である。
【図１８】変形例６に係る使い捨ておむつの自然状態におけるＸ５-Ｘ’５線、及びＸ６
に沿った断面図である。
【図１９】変形例７に係る使い捨ておむつの展開平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　次に、実施の形態に係る吸収性物品としての使い捨ておむつ１について、図面を参照し
ながら説明する。なお、以下の図面の記載において、同一または類似の部分には、同一ま
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たは類似の符号を付している。ただし、図面は模式的なものであり、各寸法の比率などは
現実のものとは異なることに留意すべきである。従って、具体的な寸法などは以下の説明
を参酌して判断すべきである。また、図面相互間においても互いの寸法の関係や比率が異
なる部分が含まれ得る。
【００１６】
　（１）使い捨ておむつの全体概略構成
　図１は、本実施の形態において使い捨ておむつを構成する使い捨ておむつ１の概略斜視
図である。図２は、本実施の形態に係る使い捨ておむつ１の展開平面図である。図３は、
図２に示すＸ１－Ｘ’１線に沿った使い捨ておむつ１の幅方向断面図である。図４は、図
２に示すＸ２－Ｘ’２線に沿った使い捨ておむつ１の前後方向断面図である。使い捨てお
むつ１は、パンツ型の使い捨ておむつである。
【００１７】
　使い捨ておむつ１は、着用者の身体前側と身体後側とに延びる前後方向Ｌと、前後方向
Ｌに直交する幅方向Ｗと、着用者に向かう内方向ＩＮ及び内方向と反対側に向かう外方向
ＯＵＴを有する厚み方向Ｔと、を有する。
【００１８】
　使い捨ておむつ１は、図２に示すように、使い捨ておむつ１の前後方向において、着用
者の前胴回りに当てられる前胴回り領域Ｓ１と、着用者の後胴回りに当てられる後胴回り
領域Ｓ２と、着用者の股下に当てられ、前胴回り領域Ｓ１と後胴回り領域Ｓ２との間に位
置する股下領域Ｓ３と、を有する。
【００１９】
　前胴回り領域Ｓ１の幅方向Ｗ外側に位置する前胴回り縁部４が、後胴回り領域Ｓ２の幅
方向Ｗの外側に位置する後胴回り縁部６と接合され、かつ前胴回り縁部４’が、後胴回り
縁部６’と接合されることによって、使い捨ておむつ１がパンツ型に形成される。パンツ
型の使い捨ておむつの前胴回り領域及び後胴回り領域には、互いの縁部が接合された接合
部１１が形成されており、股下領域Ｓ３は、接合部１１よりも前後方向内側の領域である
。
【００２０】
　使い捨ておむつ１には、図１に示すように、パンツ型に形成された状態で、着用者の腰
回りを囲んで配置される腰回り開口部８と、着用者の脚回りを囲んで配置される一対の脚
回り開口部９と、が形成される。
【００２１】
　使い捨ておむつ１は、表面シート１０、吸収体４０及び吸収体裏面シート３０等を含む
吸収性本体１Ａと、前側外装トップシート７０Ｆ、後側外装トップシート７０Ｒ及び外装
バックシート８０等を含む外装体１Ｂと、から構成されており、これらは互いに、接着剤
や熱融着などによって接合されている。
【００２２】
　外装体１Ｂは、外装トップシートとしての前側外装トップシート７０Ｆ及び後側外装ト
ップシート７０Ｒと、外装バックシートとしての前側外装バックシート８０Ｆ及び後側外
装バックシート８０Ｒと、外装センターシート１００と、を含み、使い捨ておむつ１の外
装部分を構成する。外装体１Ｂは、吸収体４０を含む吸収性本体１Ａよりも外方向ＯＵＴ
に位置し、使い捨ておむつの非肌当接側の面に配置される。
【００２３】
　前側外装トップシート７０Ｆは、前胴回り領域Ｓ１と股下領域Ｓ３とに跨がって配置さ
れている。後側外装トップシート７０Ｒは、後胴回り領域Ｓ２と股下領域Ｓ３とに跨がっ
て配置されている。前側外装トップシート７０Ｆと後側外装トップシート７０Ｒとは、前
後方向に離間して配置されており、厚み方向において前側外装バックシート８０Ｆ又は後
側外装バックシート８０Ｒと、吸収性本体１Ａとの間に配置される。
【００２４】
　前側外装トップシート７０Ｆ及び後側外装トップシート７０Ｒは、エアスー不織布、ス
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パンボンド不織布、ＳＭＳ不織布、防水フィルムなどによって形成できる。本実施の形態
に係る前側外装トップシート７０Ｆ及び後側外装トップシート７０Ｒは、ポリプロピレン
からなる目付１５g/m2のSMS不織布によって形成されている。
【００２５】
　前側外装バックシート８０Ｆ及び後側外装バックシート８０Ｒは、着用時において外側
に位置する、つまり、着用者の肌から離れる側に配置される。前側外装バックシート８０
Ｆは、前胴回り領域Ｓ１と股下領域Ｓ３とに跨がって配置されている。後側外装バックシ
ート８０Ｒは、後胴回り領域Ｓ２と股下領域Ｓ３とに跨がって配置されている。前側外装
バックシート８０Ｆと後側外装バックシート８０Ｒとは、前後方向に離間して配置されて
いる。前側外装バックシート８０Ｆの前端部及び後側外装バックシート８０Ｒの後端部は
、肌当接面側に折り返され、前側外装トップシート７０Ｆの前端部及び後側外装トップシ
ート７０Ｒの後端部を包むように配置される。前側外装トップシート及び前側外装バック
シートは、前側外装体を構成し、後側外装トップシート及び後側外装バックシートは、後
側外装体を構成する。
【００２６】
　外装バックシートは、エアスルー不織布、スパンボンド不織布、ＳＭＳ不織布、防水フ
ィルムなどによって形成できる。本実施の形態に係る外装バックシートは、ポリプロピレ
ンからなる目付１８g/m2のスパンボンド不織布によって形成されている。
【００２７】
　外装センターシート１００は、前側外装体と後側外装体とを連結する。具体的には、外
装センターシート１００は、前後方向において、前側外装トップシート７０Ｆ及び前側外
装バックシート８０Ｆの後端部と後側外装トップシート７０Ｒ及び後側外装バックシート
８０Ｒの前端部との間に位置し、厚み方向において、前側外装トップシート７０Ｆと吸収
体裏面シート３０又は弾性材被覆シート４３との間、及び後側外装トップシート７０Ｒと
吸収体裏面シート３０又は弾性材被覆シート４３との間に位置する。外装センターシート
１００の一部は、後述する重畳領域に配置されるように構成されており、第３シート材と
して機能する。
【００２８】
　外装センターシート１００を備えることにより、前側外装トップシート７０Ｆ及び前側
外装バックシート８０Ｆと、後側外装トップシート７０Ｒ及び後側外装バックシート８０
Ｒと、を繋ぐことができる。よって、外装トップシート及び外装バックシートが前後方向
に離間する形態において、吸収性本体１Ａがむき出しになることを防止することができる
。更に、製造過程において、離間した前側外装体と後側外装体とを連結した状態で、脚回
り開口部を形成したり、吸収性本体１Ａと貼り合わせたりすることができる。
【００２９】
　外装センターシート１００は、エアスルー不織布、スパンボンド不織布、ＳＭＳ不織布
、防水フィルムなどによって形成できる。本実施の形態に係る外装センターシート１００
は、ポリプロピレンからなる目付１９g/ m2のスパンボンド不織布によって形成されてい
る。
【００３０】
　吸収性本体１Ａは、表面シート１０、セカンドシート１５、吸収体裏面シート及び防漏
部を含み、外装体１Ｂよりも着用者側に配置される。
【００３１】
　表面シート１０は、着用者の肌に直接的に接し得る肌当接面を形成するシートである。
表面シート１０は、吸収体４０よりも肌当接面側に配置される。表面シート１０は、親水
性不織布や織物、開口プラスチックフィルム、開口疎水性不織布などの液透過性のシート
によって形成されている。本実施の形態に係る表面シート１０は、ポリプロピレンからな
る目付２３ｇ/ｍ２の親水性スパンボンド不織布によって形成されている。
【００３２】
　表面シート１０の非肌当接面側には、セカンドシート１５が接合されている。セカンド
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シート１５は、表面シート１０と吸収体４０との間に配置される。セカンドシート１５を
設けることにより、体液の吸収速度を速くすることができ、かつ吸収後における体液の逆
戻りを抑制することができる。
【００３３】
　セカンドシート１５は、例えば、エアスルー不織布や、開孔フィルムなどが用いられる
。本実施の形態のセカンドシート１５は、目付３０ｇ／ｍ２のエアスルー不織布（親水性
)によって形成されている。表面シート１０とセカンドシート１５は、接着剤によって接
合されている。
【００３４】
　吸収体４０は、表面シート１０とセカンドシート１５とが接合された複合シートと、吸
収体裏面シート３０との間にホットメルト型接着剤によって接合される。ホットメルト型
接着剤は、複合シート及び裏面シートにそれぞれ塗工され、例えば、スパイラル塗工方法
により、それぞれ目付5g/m2，8g/m2で塗られる。
【００３５】
　吸収体４０は、粉砕パルプや高吸収性ポリマーなどの混合粉体で形成される。吸収体４
０は、着用者の非肌当接面側に位置する第１層４１と、第１層４１と重ねられ、かつ着用
者の肌当接面側に位置する第２層４２と、によって構成されている（図５参照）。
【００３６】
　第１層４１には、前後方向に延びる中央スリット４５及びサイドスリット４６が形成さ
れている。中央スリット４５は、第１層４１の幅方向中央に形成され、サイドスリット４
６は、中央スリット４５よりも幅方向の両外側に形成されている。
【００３７】
　使い捨ておむつ１は、中央スリット４５に重なるように配置された中央弾性材４４を有
する。吸収体４０に形成されたこれらの弾性材やスリット等によって、使い捨ておむつ１
が着用された際に吸収体４０が曲がるように構成されている。本実施の形態において、中
央弾性材４４及び中央スリット４５は、吸収体が内方向に向かって凸に曲がることができ
るように形成された曲部を構成する。また、サイドスリット４６は、吸収体が外方向に向
かって凸に曲がることができるように形成されている。なお、吸収体の構造については、
後述にて詳細に説明する。
【００３８】
　吸収体裏面シート３０は、吸収体４０の非肌当接面側に設けられている。吸収体裏面シ
ート３０は、液不透過性フィルムなど（例えば、ポリエチレン）のシートによって形成さ
れている。吸収体裏面シート３０は、吸収体よりも外方向ＯＵＴに配置され、かつ液不透
過性である。吸収体裏面シート３０は、吸収体４０よりも前後方向外側に延出して配置さ
れている。
【００３９】
　防漏部は、防漏サイドシート３２と、防漏弾性材３３と、を有し、吸収体４０の幅方向
端部において前後方向に沿って配置されている。防漏サイドシート３２は、吸収体４０の
幅方向Ｗの両側端において、表面シート１０、吸収体裏面シート３０を一体に包むように
設けられる。防漏サイドシート３２は、液不透過性の不織布などのシートによって形成さ
れている。防漏サイドシート３２の幅方向の一方の端部は、吸収体裏面シート３０の非肌
面側の面に接合されており、防漏サイドシート３２の幅方向の他方の端部は、吸収体４０
の幅方向側部から表面シート側に折り返され、表面シート１０の肌当接面側の面に接合さ
れている。
【００４０】
　防漏サイドシート３２は、ホットメルト接着剤によって表面シート等に接合されている
。本実施の形態では、ビード塗工によって目付０．１g/mでホットメルト型接着剤を複数
本塗布した。また、防漏サイドシート３２は、疎水性の不織布シートによって構成され、
本実施の形態では、ポリプロピレンの目付15g/m2のSMS不織布によって構成されている。
【００４１】
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　防漏弾性材３３は、吸収体裏面シート３０と防漏サイドシート３２と間に、前後方向に
伸長した状態で貼りあわされている。防漏弾性材３３は、吸収体の幅方向における両端部
をそれぞれ前後方向に収縮している。防漏弾性材の固定手段としては、ホットメルト型接
着剤を例示できる。本実施の形態は、防漏弾性材３３としてスパンデックスを用い、Ｖス
ロット方式により直接塗工している。より、具体的には、防漏弾性材３３は、７８０ｄｔ
ｅｘの太さ、２．３倍の伸長倍率で３本伸長固定される。
【００４２】
　防漏弾性材３３は、後述するレッグギャザーと平面視で略連なるように配置されている
。このように防漏弾性材とレッグギャザーを配置することにより、着用者の足繰りを囲む
ように締め付けることができ、脚繰りのフィット性が向上し、使い捨ておむつのズレや漏
れの防止する効果が得られる。
【００４３】
　前胴回り領域Ｓ１及び後胴回り領域Ｓ２には、ウエストギャザー３及び胴回りギャザー
７が設けられる。ウエストギャザー３及び胴回りギャザー７は、吸収体４０の幅方向Ｗに
沿って伸縮するように配設される合成ゴムなどの細長いウエスト弾性材３Ａ及び胴回り弾
性材７Ａを有する。ウエスト弾性材３Ａ及び胴回り弾性材７Ａは、使い捨ておむつ１の幅
方向Ｗに対して伸長された状態で接着剤（例えばホットメルト接着剤）によって、前側外
装トップシート７０Ｆと前側外装バックシート８０Ｆ、及び後側外装トップシート７０Ｒ
と後側外装バックシート８０Ｒとの間に接合されている。
【００４４】
　ウエストギャザー３及び胴回りギャザー７は、前胴回り領域Ｓ１における吸収性物品１
の幅方向Ｗ外側に位置する一方の前胴回り縁部４から他方の前胴回り縁部４‘まで連続し
、後胴回り領域Ｓ２における吸収性物品１の幅方向Ｗ外側に位置する一方の後胴回り縁部
６から他方の後胴回り縁部６‘まで連続する。
【００４５】
　脚回り開口部９の周囲には、レッグギャザー５が設けられる。レッグギャザーは、伸縮
するように配設される合成ゴムなどの細長い脚回り弾性材によって形成されている。脚回
り弾性材は、前胴回り領域Ｓ１に配置された前脚回り弾性材５Ｆと、後胴回り領域Ｓ２に
配置された後脚回り弾性材５Ｒと、によって構成されている。レッグギャザー５は、吸収
体４０を横断しないように設けられている。
【００４６】
　脚回り弾性材は、前側外装トップシート７０Ｆと前側外装バックシート８０Ｆ、及び後
側外装トップシート７０Ｒと後側外装バックシート８０Ｒとの間に接合されている。前側
外装トップシート７０Ｆと前側外装バックシート８０Ｆは、弾性部材としての前脚回り弾
性材５Ｆを挟んで配置される第１シート材と第２シート材であり、後側外装トップシート
７０Ｒと後側外装バックシート８０Ｒは、弾性部材としての後脚回り弾性材５Ｒを挟んで
配置される第１シート材と第２シート材である。
【００４７】
　ウエストギャザー３、胴回りギャザー７及びレッグギャザー５を配置することにより、
使い捨ておむつを腰回りで保持することができ、使い捨ておむつ全体が引き下がることを
防止できる。
【００４８】
　本実施の形態に係るウエスト弾性材は、前胴回り領域Ｓ１及び後胴回り領域Ｓ２ともに
、９４０ｄｔｅｘの太さ、３．５倍の伸長倍率で６本伸長固定されている。また、胴回り
弾性材は、７８０ｄｔｅｘの太さ、３．０倍の伸長倍率で伸長固定されている。ウエスト
弾性材及び胴回り弾性材の固定手段は、例えば、ホットメルト型接着剤を例示できる。本
実施の形態では、Ｖスロット方式によってホットメルト型接着剤を弾性材に直接塗工して
いる。
【００４９】
　本実施の形態に係る脚回り弾性材は、７８０ｄｔｅｘの太さ、１．５～３．５倍の伸長
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倍率で３本伸長固定される。脚回り弾性材は、部分ごとに倍率の勾配をつけた状態で配置
されている。
【００５０】
　脚回り弾性材は、少なくとも脚回り弾性材が配置された領域を含んで配置された第１接
着領域Ｒ１（図８参照）と、第１接着領域と一部が重なって配置された第２接着領域Ｒ２
と、において、外装トップシートと外装バックシートとの間に接合されている。脚回り弾
性材の接合方法については、後述にて詳細に説明する。
【００５１】
　中央弾性材４４は、厚み方向Ｔにおいて中央スリット４５と重なる位置に設けられてい
る。中央弾性材４４は、内方向ＩＮに凸、つまり、吸収体４０が着用者に向けて凸に曲が
るように、前後方向に沿って吸収体４０に重なるように形成されている。中央弾性材４４
が、中央スリット４５に重なるように配置されているため、中央スリット４５を上方（着
用者側）へより安定的に屈曲させることができる。中央弾性材４４は、吸収性物品の幅方
向中心において前後方向に沿って、伸長状態で配置されている。中央弾性材４４は、股下
領域Ｓ３に配置される。
【００５２】
　中央弾性材４４は、弾性材被覆シート４３と吸収体裏面シート３０の間に、伸長された
状態で設けられている。中央弾性材４４は、１．４～３．０倍の伸長倍率で配置される。
【００５３】
　本実施の形態に係る中央弾性材は、６２０ｄｔｅｘの太さのスパンデックスであり、２
．０倍の伸長倍率で７本伸長固定される。中央弾性材の間隔は、５ｍｍであり、接着長さ
は全て１２０ｍｍである。
【００５４】
　弾性材被覆シート４３は、不織布などのシートで構成されており、弾性部材としての中
央弾性材の外方向に配置されるシート材として機能する。本実施の形態では、ポリプロピ
レンからなる目付１５ｇ/ｍ２のスパンボンド不織布(疎水性)を用いた。
【００５５】
　中央弾性材４４の素材には、例えば、スチレン－ブタジエン、ブタジエン、イソプレン
、ネオプレン等の合成ゴム、天然ゴム、ＥＶＡ、伸縮性ポリオレフィン、スパンデックス
、発泡ポリウレタン等を挙げることができる。その他、中央弾性材４４の材料としては、
ウレタン系、ポリスチレン系などのエラストマー繊維と延伸可能なポリオレフィン系、ポ
リエステル系などの熱可塑性繊維を混合し、延伸加工を施すことによって形成した伸縮不
織布などの弾性シートを用いてもよい。
【００５６】
　なお、上述した使い捨ておむつ１を構成する各部材は、例えば、特開２００６－３４６
４３９号公報に記載された材料を用いてもよい。
【００５７】
　（２）吸収体の構造
　図５は、吸収体４０の平面図である。図５に示すように、吸収体４０は、第１層４１と
、第１層４１と重ねられる第２層４２とを有する。第１層４１は、着用者の非肌当接面側
に位置し、第２層４２は、着用者の肌当接面側に位置する。
【００５８】
　第１層４１の前後方向の長さは、第２層４２の前後方向の長さよりも長い。第１層４１
は、後胴回り領域Ｓ２、股下領域Ｓ３及び前胴回り領域Ｓ１に跨って配置され、第２層４
２は、股下領域Ｓ３と前胴回り領域Ｓ１とに跨って配置されている。第２層４２の幅方向
の長さは、第１層４１の幅方向の長さよりも短い。第１層４１は、第２層４２よりも幅方
向外側に張り出している。
【００５９】
　第１層４１と、第２層４２とは、綿状パルプと高分子吸収性ポリマー（ＳＡＰ）とから
構成されている。
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【００６０】
　第１層４１は、例えば、パルプ１００～５００ｇ／ｍ２とＳＡＰ２０～５００ｇ／ｍ２

とを混合させて形成することができる。本実施の形態に係る第１層４１は、パルプ２８０
ｇ／ｍ２とＳＡＰ１７０ｇ／ｍ２とが混合されて形成されている。
【００６１】
　第１層４１には、中央スリット４５と一対のサイドスリット４６が形成されている。中
央スリット４５は、幅方向Ｗの中央部に形成されている。中央スリット４５の前後方向に
おける長さは、サイドスリット４６の前後方向における長さよりも長い。本実施の形態で
は、中央スリットの幅は、４０ｍｍであり、サイドスリット４６の幅は、それぞれ１０ｍ
ｍである。
【００６２】
　第２層４２は、例えば、パルプ１００～５００ｇ／ｍ２とＳＡＰ０～５００ｇ／ｍ２と
を混合させて形成することができる。本実施の形態に係る第２層４２は、パルプ２６０ｇ
／ｍ２とＳＡＰ１６０ｇ／ｍ２とが混合されて形成されている。
【００６３】
　第２層４２は、砂時計形状である。第２層４２の前後方向中央部は、幅方向の長さが短
く形成された幅狭部４２Ｎである。この幅狭部４２Ｎの外側端部と、サイドスリット４６
の内側端部とは一致している。このような構成によれば、サイドスリット４６の幅方向端
部に吸収体４０の剛性差が形成され、サイドスリット４６を基点に安定的に吸収体を屈曲
させることができる。
【００６４】
　また、サイドスリット４６において表面シート１０と吸収体裏面シート３０とが貼り合
わされて固定されることにより、吸収体を型崩れされることなく屈曲させることができる
。
【００６５】
　更に、図２に示すように、幅方向において、セカンドシート１５の端部は、サイドスリ
ットよりも内側に位置している。セカンドシート１５が配置された領域と、セカンドシー
ト１５が配置されていない領域（セカンドシート１５の幅方向の端部よりも幅方向外側の
領域）は、剛性が異なる。セカンドシートの有無による剛性差を設けることにより、サイ
ドスリット４６によって構成されるサイド曲部を基点に曲がり易くなる。
【００６６】
　また、中央スリット４５を形成することにより、吸収体４０の中央部分を着用者側であ
る内方向ＩＮに凸に曲がり易くすることができる。サイドスリット４６は、中央スリット
４５よりも幅方向外側に形成されている。サイドスリット４６は、前後方向に沿って延在
する縦長の形状を有する。一対のサイドスリット４６は、外方向ＯＵＴに凸、つまり吸収
体４０が中央スリット４５と逆の凸に曲がるように、前後方向に沿って吸収体４０に形成
されている。
【００６７】
　股下領域Ｓ３において、第２層４２の幅方向における外側端部４２Ｗは、第１層のサイ
ドスリット４６の内側端部４１Ｗと重なっており、前後方向に沿って配置されている。第
２層４２の外側端部４２Ｗよりも幅方向外側は、第１層４１のみによって構成され、外側
端部４２Ｗよりも内側は、中央スリット４５が形成された部分を除いて、第１層４１と第
２層４２とによって構成される。よって、第１層４１の内側端部４１Ｗと第２層４２の外
側端部４２Ｗとを境界として、吸収体４０の剛性及び厚みが変化する。本実施の形態では
、剛性等が変化する第２層の外側端部４２Ｗを境界として、吸収体が曲がる。
【００６８】
　（３）吸収体の形状変化
　図６は、使い捨ておむつ１の着用状態を模式的に示す断面図（図１のＸ１－Ｘ’１線基
準）である。使い捨ておむつ１が着用されると、吸収体の股下領域Ｓ３は、着用者の股間
に当てられる。着用者の脚等によって、吸収体には、幅方向外側から幅方向内側に向かっ
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て力が掛かる。吸収体４０は、中央弾性材４４及び中央スリット４５と、サイドスリット
４６と、を基点として吸収体４０が曲がり、使い捨ておむつ１の幅方向Ｗに沿った断面形
状は、波状に変形する。よって、吸収体４０の股下領域Ｓ３は、規則的に折り畳まれた状
態となる。
【００６９】
　吸収体４０は、中央弾性材４４によって内方向ＩＮに凸となった吸収体４０の頂面が着
用者の股間部に当接する。曲部による凸状部分が形成される部分は、第２層４２のみによ
って構成されており、比較的厚みが薄い。一方、曲部による凸状部分とサイドスリットに
よる凸状部分との間は、第１層４１と第２層４２とが重なっており、比較的厚みが厚く、
剛性が高い。曲部とサイドスリットとの間の剛性が高い部分によって曲部による凸状部分
を支持することができ、曲部による凸形状の安定性を向上させることができる。
【００７０】
　また、着用者が両脚を閉じると、使い捨ておむつ１の断面形状は、吸収体は、曲部及び
サイドスリットで折り畳まれ、互いに密着した状態で、股間部の下方においてコンパクト
に配置される。
【００７１】
　このとき、中央弾性材４４及び中央スリット４５によって形成される曲部は、着用者の
股間部と当接するように位置する。一方、サイドスリット４６によって形成される曲部は
、非肌当接面側に凸状であり、着用者の排泄口と当接し難い位置となる。
【００７２】
　着用者の股間部において吸収体が密着しているので、肌伝いするような尿速の遅い尿が
排出された場合であっても、体液の漏れを防止できる。また、折り畳まれた状態で、吸収
体の肌から離れた部分の曲部においては、前後方向に延びる凹みが形成されるため、体液
を前後方向外側へ拡散させることができ、横漏れを防止することができる。
【００７３】
　吸収体に形成した中央スリット４５、サイドスリット４６を基点に折りまげるため、吸
収体４０に厚さの薄い部分を形成して凸状部分とする場合と比較して、吸収体４０が液体
を吸収して膨らんだ場合でも吸収体４０が曲がり易くなる。また、使い捨ておむつ１を着
用して吸収体４０が変形したときの断面形状は、非肌当接面側から肌当接面側に向かって
狭くなる先細り形状である。よって、着用者の股間部の隙間に収まり易く違和感を与えに
くい。
【００７４】
　また、曲部によって形成される凸状部分は、第２層４２のみによって構成されており、
第１層４１と第２層４２とが積層されて構成された部分よりも厚みが薄い。すなわち、曲
部によって形成される凸状部分は、厚みが薄くかつ高さが高いため、股間部の狭い隙間に
挿入され易くなり、排泄口と密着し易くなる。よって、排尿口と吸収体とが密着するため
、排泄された尿を迅速に吸収することができる。また、着用者の股間部の肌に近い部分に
おいては、吸収体の厚みが薄く、肌から遠い部分で厚みが厚くなるように折り畳まれるた
め、違和感なくフィットさせることができる。
【００７５】
　また、第１層と第２層の両方に、開口部やサイドスリットを設けた場合、第１層と第２
層とを重ね合わせるときの位置ずれが生じることがある。例えば、幅方向に位置ずれが生
じると、左右に配置された一対のサイドスリットの幅が狭くなり、規則的な変形ができな
くなったり、左右アンバランスな吸収体となり、吸収性や装着感に悪影響を及ぼしたりす
るおそれがある。しかし、第１層と第２層のうちいずれか一方に、開口部やサイドスリッ
トを設けたことにより、サイドスリット等の位置ずれを防止できる。
【００７６】
　（４）吸収性物品の製造方法
　本実施の形態に係る吸収性物品の製造方法の一例について説明する。図７は、吸収性物
品の製造方法を説明するための図であり、吸収性物品が製造されている過程の一部を示し
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ている。図７は、製造過程における構成部品の搬送する方向を搬送方向ＭＤとして示し、
当該搬送方向と交差する方向を交差方向ＣＤとして示す。吸収性物品の製造方法は、吸収
性物品１が幅方向において連続した状態で製造する。
【００７７】
　なお、本実施の形態において説明しない方法については、既存の方法を用いることがで
きる。また、以下に説明する製造方法は、一例であり、他の製造方法によって製造するこ
ともできる。
【００７８】
　吸収性物品の製造方法は、吸収性本体形成工程Ｓ１と、外装体形成工程Ｓ２と、脚回り
形成工程Ｓ３と、構成部品接合工程Ｓ４と、折り畳み工程Ｓ５と、接合工程Ｓ６と、切断
工程Ｓ７と、を少なくとも含む。
【００７９】
　吸収性本体形成工程Ｓ１では、吸収性本体１Ａを形成する。具体的には、例えば、吸収
材料を積層して吸収体４０を成型したり、防漏部を形成し、吸収体裏面シート３０を構成
するウェブと接合した後に、上記連続ウェブ上に吸収体４０を配置したり、表面シート１
０を構成するウェブを合流させた後に、両側部の上記防漏部連続体を表面シート側に折り
返したりする。
【００８０】
　外装体形成工程Ｓ２では、外装体１Ｂを形成する。本実施の形態では、着用者の腹側に
配置される外装シートが連続した前側連続体７５Ｆと着用者の背側に配置される外装シー
トが連続した後側連続体７５Ｒとを別々に形成し、外装センターシート１００を介して前
側連続体７５Ｆと後側連続体７５Ｒを連結して、外装体１Ｂを製造するように構成されて
いる。
【００８１】
　具体的には、前側外装トップシート７０Ｆを構成する（前側外装トップシート）ウェブ
７０FWと前側外装バックシート８０Ｆを構成する（前側外装バックシート)ウェブ８０FW
との間に、胴回り弾性材７Ａ、ウエスト弾性材３Ａ及び前脚回り弾性材５Ｆを配置して、
前側連続体７５Ｆを形成し、かつ、後側外装トップシート７０Ｒを構成する（後側外装ト
ップシート）ウェブ７０ＲＷと後側外装バックシート８０Ｒを構成する（後側外装バック
シート）ウェブ８０ＲＷとの間に、胴回り弾性材７Ａ、ウエスト弾性材３Ａ及び後脚回り
弾性材５Ｒを配置して、後側連続体７５Ｒを形成する。
【００８２】
　次いで、前脚回り弾性材５Ｆと後脚回り弾性材５Ｒの不要な部分（前側連続体７５Ｆ及
び後側連続体７５Ｒから外側にはみ出した部分）を切断した後、前側連続体７５Ｆと後側
連続体７５Ｒとを外装センターシート１００によって接合する。これにより、個々の製品
の外装体１Ｂが幅方向に連続した外装連続体９０が形成される。この外装体形成工程Ｓ２
における前脚回り弾性材５Ｆと後脚回り弾性材５Ｒを外装トップシート等に接合する工程
については、後述にて詳細に説明する。
【００８３】
　脚回り形成工程Ｓ３は、前脚回り弾性材５Ｆ及び後脚回り弾性材５Ｒに沿って外装体１
Ｂを切断する。これにより、着用者の脚回りに配置される脚回り開口部が形成される。
【００８４】
　構成部品接合工程Ｓ４は、外装体１Ｂと吸収性本体１Ａとを接合する。具体的には、脚
回り開口部が形成された外装体１Ｂの連続体上に吸収性本体１Ａを配置し、接着剤を介し
て吸収性本体１Ａと外装体１Ｂとを接合する。
【００８５】
　折り畳み工程Ｓ５では、吸収性本体１Ａと外装体１Ｂとが接合された吸収性物品の連続
体を、交差方向の中心を含み、かつ搬送方向に沿った折り目を基点に折り畳む。
【００８６】
　接合工程Ｓ６では、折り畳んだ吸収性物品の幅方向の端部を接合する。具体的には、前
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胴回り縁部４と後胴回り縁部６とを接合し、かつ前胴回り縁部４’と後胴回り縁部６’と
を接合する。
【００８７】
　切断工程Ｓ７では、吸収性物品の連続体を吸収性物品の前後方向（交差方向）に沿って
一製品の大きさに切断する。これにより、吸収性物品１が製造される。
【００８８】
　次いで、上述した外装体１Ｂの製造工程の一部である、前脚回り弾性材５Ｆと後脚回り
弾性材５Ｒを外装トップシートと外装バックシートとの間に接合する方法について、図８
を参照して詳細に説明する。図８は、外装トップシートと外装バックシートとの間におい
て接着剤を塗布した第１接着領域と第２接着領域を模式的に示した図である。
【００８９】
　なお、外装トップシートと外装バックシートとの間には、第１接着領域及び第２接着領
域の他に、ウエスト弾性材３Ａを接合するための接着領域や胴回り弾性材を接合するため
の接着領域、及び前側外装バックシートの前端部と後側外装バックシートの後端部を折り
返して接合ための接合領域が設けられている。これらの接着領域については、説明の都合
上、省略しているが、例えば、Ｖスロット方式やスパイラル方式によって接着剤を塗布す
ることによって形成できる。
【００９０】
　前脚回り弾性材５Ｆは、前側外装トップシート７０Ｆと前側外装バックシート８０Ｆと
の間の第１接着領域Ｒ１と第２接着領域Ｒ２とにおいて、前側外装トップシート７０Ｆと
前側外装バックシート８０Ｆとに接合されている。後脚回り弾性材５Ｒは、後側外装トッ
プシート７０Ｒと後側外装バックシート８０Ｒとの間の第１接着領域Ｒ１と第２接着領域
Ｒ２とにおいて、後側外装トップシート７０Ｒと後側外装バックシート８０Ｒとに接合さ
れている。
【００９１】
　本実施の形態では、第１接着領域Ｒ１は、非接触方式の塗工方法によって接着剤が塗布
されており、第２接着領域Ｒ２は、接触方式の塗工方法によって接着剤が塗布されている
。なお、第１接着領域の塗工方法は、接触方式の塗工方法であってもよく、第２接着領域
の塗工方法は、非接触方式の塗工方法であってもよく、本実施の形態の方法に限定されな
い。
【００９２】
　第１接着領域Ｒ１と第２接着領域Ｒ２とは、一部が重なって配置されている。第１接着
領域Ｒ１は、少なくとも脚回り弾性材が配置された領域を含み、かつ脚回り弾性材を外装
トップシートと外装バックシートとの間に接合するための弾性材接着領域Ｒ１１と、外装
トップシートと外装バックシートを接合するためのシート接着領域Ｒ１２と、を含む。
【００９３】
　前脚回り弾性材５Ｆを前側外装トップシート７０Ｆと前側外装バックシート８０Ｆとの
間に接合する方法は、図７に示す前側外装トップシート７０Ｆを構成する前側外装トップ
シートウェブ７０ＦＷ上に接着剤を塗布して、図８（ａ）に示す第２接着領域Ｒ２を設け
た後、前側外装トップシート７０Ｆを構成する前側外装トップシートウェブ７０ＦＷ上に
接着剤を塗布して、弾性材接着領域Ｒ１１を設ける。また、前側外装バックシート８０Ｆ
を構成する前側外装バックシートウェブ８０ＦＷ上に接着剤を塗布して、シート接着領域
Ｒ１２を設ける。
【００９４】
　次いで、前側外装トップシートウェブ７０ＦＷと前側外装バックシートウェブ８０ＦＷ
とのいずれか一方に、伸長した状態で前脚回り弾性材５Ｆを配置する。このとき、前脚回
り弾性材５Ｆを、交差方向に揺動しながら、前側外装トップシートウェブ７０ＦＷ上又は
前側外装バックシートウェブ８０ＦＷ上と、前側外装トップシートウェブ７０ＦＷの後端
部又は前側外装バックシートウェブ８０ＦＷの後端部よりも後方にはみ出した領域と、に
跨がるように配置する。
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【００９５】
　前側外装トップシートウェブ７０ＦＷの後端部又は前側外装バックシートウェブ８０Ｆ
Ｗの後端部よりも後方にはみ出した前脚回り弾性材を、伸長状態でベルト等に挟んで搬送
する。次いで、前側外装トップシートウェブ７０ＦＷ及び前側外装バックシートウェブ８
０ＦＷの他方を一方のウェブ上に配置する。これにより、前脚回り弾性材は、前側外装ト
ップシートウェブ７０ＦＷと前側外装バックシートウェブ８０ＦＷとが重なる領域と、前
側外装トップシートウェブ７０ＦＷと前側外装バックシートウェブ８０ＦＷからはみ出し
た領域と、に跨がって配置される。
【００９６】
　この状態で、当該ウェブ同士を厚み方向にプレスする。このようにプレスすることによ
り、前脚回り弾性材を強固にウェブ間に接合できる。その後、前側外装トップシートウェ
ブ７０ＦＷ又は前側外装バックシートウェブ８０ＦＷの後端部よりも後方にはみ出した前
脚回り弾性材を、前側外装トップシートウェブ７０ＦＷ又は前側外装バックシートウェブ
８０ＦＷの後端部に沿って切断する。これにより、前側外装トップシート７０Ｆと前側外
装バックシート８０Ｆとの間に前脚回り弾性材５Ｆが配置される。
【００９７】
　後脚回り弾性材５Ｒを後側外装トップシート７０Ｒと後側外装バックシート８０Ｒとの
間に接合する方法は、図７に示す後側外装トップシート７０Ｒを構成する後側外装トップ
シートウェブ７０ＲＷ上に接着剤を塗布して、図８（ａ）に示す第２接着領域Ｒ２を設け
た後、後側外装トップシート７０Ｒを構成する後側外装トップシートウェブ７０ＲＷ上に
接着剤を塗布して、弾性材接着領域Ｒ１１を設ける。また、後側外装バックシート８０Ｒ
を構成する後側外装バックシートウェブ８０ＲＷ上に接着剤を塗布して、シート接着領域
Ｒ１２を設ける。
【００９８】
　次いで、後側外装トップシートウェブ７０ＲＷと後側外装バックシートウェブ８０ＲＷ
とのいずれか一方に、伸長した状態で後脚回り弾性材５Ｒを配置する。このとき、後脚回
り弾性材５Ｒを、交差方向に揺動しながら、後側外装トップシートウェブ７０ＲＷ上又は
後側外装バックシートウェブ８０ＲＷ上と、後側外装トップシートウェブ７０ＲＷ上の前
端部又は後側外装バックシートウェブ８０ＲＷの前端部よりも前方にはみ出した領域と、
に跨がるように配置する。
【００９９】
　後側外装トップシートウェブ７０ＲＷの前端部又は後側外装バックシートウェブ８０Ｒ
Ｗの前端部よりも前方にはみ出した後脚回り弾性材５Ｒを、伸長状態でベルト等に挟んで
搬送する。次いで、後側外装トップシートウェブ７０ＲＷ及び後側外装バックシートウェ
ブ８０ＲＷの他方を、一方のウェブ上に配置する。これにより、後脚回り弾性材は、後側
外装トップシートウェブ７０ＲＷと後側外装バックシートウェブ８０ＲＷとが重なる領域
と、後側外装トップシートウェブ７０ＲＷと後側外装バックシートウェブ８０ＲＷからは
み出した領域と、に跨がって配置される。
【０１００】
　この状態で、当該ウェブ同士を厚み方向にプレスする。このようにプレスすることによ
り、後脚回り弾性材を強固にウェブ間に接合できる。その後、後側外装トップシートウェ
ブ７０ＲＷ又は後側外装バックシートウェブ８０ＲＷの前端部よりも前方にはみ出した後
脚回り弾性材５Ｒを、後側外装トップシートウェブ７０ＲＷ又は後側外装バックシートウ
ェブ８０ＲＷの前端部に沿って切断する。これにより、後側外装トップシート７０Ｒと後
側外装バックシート８０Ｒとの間に後脚回り弾性材５Ｒが配置される。
【０１０１】
　次いで、図８及び図９に基づいて、第１接着領域Ｒ１及び第２接着領域Ｒ２について詳
細に説明する。図９は、図８に示す接着領域を模式的に示す断面図（図２に示すＸ３-Ｘ
’３線基準）である。
【０１０２】
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　図８（ａ）は、図２に示す展開図において、第２接着領域Ｒ２と、弾性材接着領域Ｒ１
１と、を示した図である。第２接着領域Ｒ２は、前脚回り弾性材５Ｆの後端部と後脚回り
弾性材の前端部をカバーするように設けられており、前脚回り弾性材５Ｆの後端部と後脚
回り弾性材の前端部を確実に外装トップシートと外装バックシートとの間に接合するため
の接着剤が塗布されている。
【０１０３】
　第２接着領域Ｒ２は、前側外装トップシート及び後側外装トップシートに対して目付１
０g/m2でホットメルト型接着剤が塗布された領域である。第２接着領域Ｒ２には、スロッ
トコーター方式による接触塗工で接着剤が塗布されている。第２接着領域Ｒ２の塗工幅は
、約２０ｍｍである。
【０１０４】
　第２接着領域Ｒ２には、前脚回り弾性材５Ｆの後端部と、後脚回り弾性材５Ｒの前端部
と、が配置されている。第２接着領域Ｒ２は、左右の脚回り弾性材に対してそれぞれ設け
られており、幅方向に非連続的に配置されている。なお、第２接着領域Ｒ２は、幅方向に
連続していてもよい。しかし、第２接着領域Ｒ２を非連続的に設けることにより、接着剤
による外装体の硬化を抑制し、外装体の柔軟性を確保することができる。なお、第２接着
領域の塗工パターンは、本実施の形態の形状に限られず、例えば、ストライプ状であって
もよい。
【０１０５】
　前胴回り領域Ｓ１の第２接着領域Ｒ２は、前側外装トップシート７０Ｆの後端部よりも
前方に配置され、後胴回り領域Ｓ２の第２接着領域Ｒ２は、後側外装トップシート７０Ｒ
の前端部よりも後方に位置する。第２接着領域Ｒ２と、前側外装トップシート７０Ｆの後
端部又は後側外装トップシート７０Ｒの後端部との距離は、５ｍｍである。
【０１０６】
　スロットコーター方式は、接触型の塗布方法であり、非接触型の塗布方法よりも塗布位
置のずれが少ない。例えば、非接触型のスパイラル方式で接着剤を塗工すると、外装トッ
プシートの端部付近の接着剤がはみ出して、製造上の不具合が発生するおそれがある。し
かし、接触型のスロットコーター方式で塗工することにより、接着剤のはみ出しを防止す
ることができる。このように、接触型の塗布方法を用いることにより、脚回り弾性材の切
断箇所となる外装トップシートの端部近傍に接着剤を塗布し、切断箇所の近傍において脚
回り弾性材を固定することができる。
【０１０７】
　弾性材接着領域Ｒ１１は、脚回り弾性材が配置された全領域をカバーするように設けら
れており、脚回り弾性材全体を外装トップシートと外装バックシートとの間に接合するた
めの接着剤が塗布されている。弾性材接着領域Ｒ１１は、第２接着領域の上から接着剤が
塗布されており、第２接着領域Ｒ２の一部に重なっている。
【０１０８】
　弾性材接着領域Ｒ１１は、前側外装トップシート７０Ｆ及び後側外装トップシート７０
Ｒに対して目付8g/m2でホットメルト型接着剤が塗布された領域である。弾性材接着領域
Ｒ１１には、スパイラル方式による非接触塗布にて接着剤が塗布されている。弾性材接着
領域Ｒ１１の塗工幅は、1つのノズル当り約18mmである。この塗工幅によって、幅方向に
沿って前後方向に複数列塗工されている。
【０１０９】
　また、スパイラル方式でも上記例示したものよりも、振幅を狭くして１本当りの塗工幅
を狭くし、かつ隣り合うスパイラルホットメルトの間隔を狭くした方式（マルチスパイラ
ル方式）がある。このマルチスパイラル方式は、通常スパイラル方式よりも塗工長さ方向
に対して、幅方向の塗工ズレが少なく、隙間ができにくいといった特長があり、本発明の
重畳領域に使用すると、弾性部材端部の抜けを少なくし、弾性部材端部の位置をより安定
させることができるといったメリットがある。重畳領域に使用するものとして、マルチス
パイラル方式以外に、サミットノズル方式なども例示できる。
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【０１１０】
　前胴回り領域Ｓ１の弾性材接着領域Ｒ１１は、前側外装トップシート７０Ｆの後端部よ
りも前方に配置され、後胴回り領域Ｓ２の弾性材接着領域Ｒ１１は、後側外装トップシー
ト７０Ｒの前端部よりも後方に配置されている。弾性材接着領域Ｒ１１と、前側外装トッ
プシート７０Ｆの後端部又は後側外装トップシートの後端部との距離は、１０ｍｍである
。
【０１１１】
　スパイラル方式は非接触塗工であり、エアーの影響を受け易く、塗工位置がずれ易い。
しかし、弾性材接着領域Ｒ１１を、前側外装トップシート７０Ｆの後端部又は後側外装ト
ップシートの後端部から１０ｍｍ離間させることにより、外装シートから接着剤がはみ出
すことを抑制し、接着剤が着用者の肌につくといったトラブルや製造ライン中でのトラブ
ルを抑制することができる。
【０１１２】
　また、弾性材接着領域Ｒ１１は、前胴回り縁部４, ４’と、後胴回り縁部６,６’と接
合される接合部１１に重ならないように設けられている。例えば、接合部１１に接着剤が
塗布されていると、接合部１１のシール強度(本実施形態ではソニックシール）が低下す
るおそれがあるためである。
【０１１３】
　更に、脚回り弾性材の伸長応力は、脚回り弾性材の全体にて均一ではなく、股下領域側
の伸長応力が高く、前胴回り領域側（又は後胴回り領域側）の伸長応力が低くなるように
構成されている。よって、脚回り弾性材の接合部側の端部の伸長応力は、比較的低く構成
されている。
【０１１４】
　このように脚回り弾性材が配置されているため、弾性材接着領域Ｒ１１を接合部１１に
重ならないように設けて、弾性材接着領域Ｒ１１によって脚回り弾性材の接合部側の端部
をカバーできない場合であっても、脚回り弾性材の接合部側の端部の抜けを防止できる。
また、脚回り弾性材の接合部側の端部近傍には胴回り弾性材７Ａが配置されているため、
脚回り弾性材によって外装体１Ｂを十分に収縮できない場合であっても、胴回り弾性材に
よって外装体１Ｂを収縮できる。
【０１１５】
　図８（ｂ）は、図２に示す展開図において、シート接着領域Ｒ１２を示した図である。
シート接着領域Ｒ１２は、外装トップシートと外装バックシートとを接合するための接着
剤が塗布されている。シート接着領域Ｒ１２は、前側外装バックシート８０Ｆ及び後側外
装バックシート８０Ｒに対して目付１．５g/m2でホットメルト型接着剤が塗布された領域
である。
【０１１６】
　シート接着領域Ｒ１２には、コントロールシーム方式による非接触塗布にて接着剤が塗
布されている。コントロールシーム方式によれば、比較的細かい線径で面状に薄く塗工で
きる。よって、外装トップシート及び外装バックシートの風合いを保ちつつ、外装トップ
シートと外装バックシートとの間に大きな非接合部(浮いた状態）を設けず、見た目の良
さを損なわないようにすることができる。また、コントロールシーム方式は、スパイラル
方式と比べて、塗工ノズル（塗出口）ピッチを狭く構成でき、ノズル間からの塗布面に隙
間ができにくいため、シート間の不規則な大きな浮きができず、見た目を良好にできる。
このように、比較的薄く、かつ面状に接着剤を塗布する方法としては、Ω方式やサミット
ノズル方式を例示できる。
【０１１７】
　前胴回り領域Ｓ１のシート接着領域Ｒ１２は、前側外装トップシート７０Ｆの後端部よ
りも前方に配置され、後胴回り領域Ｓ２の弾性材接着領域Ｒ１１は、後側外装トップシー
ト７０Ｒの前端部よりも後方に配置されている。シート接着領域Ｒ１２と、前側外装トッ
プシート７０Ｆの後端部又は後側外装トップシート７０Ｒの後端部との距離は、８ｍｍで
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ある。
【０１１８】
　シート接着領域Ｒ１２は、前胴回り縁部４, ４’と、後胴回り縁部６,６’と接合され
る接合部１１に重なっている。シート接着領域Ｒ１２は、上述のように弾性材接着領域Ｒ
１１と比較して接着剤の目付が低く、接合部１１のシール強度に与える影響が少ないため
である。なお、シート接着領域Ｒ１２は、接合部１１に重ならないように配置されていて
もよい。
【０１１９】
　図８（ｃ）は、外装センターシート１００に接着剤が塗布されたセンター接着領域Ｒ３
を示した図である。センター接着領域Ｒ３は、外装センターシート１００と前側外装バッ
クシート８０Ｆ（又は後側外装バックシート８０Ｒ）とを接合するための接着剤が塗布さ
れた領域と、外装センターシート１００と前側外装トップシート７０Ｆ（又は後側外装ト
ップシート７０Ｒ）とを接合するための接着剤が塗布された領域と、を含む領域である。
本実施の形態においては、外装センターシート１００は、センター接着領域Ｒ３を介して
前側外装トップシート７０Ｆの後端部と、後側外装トップシート７０Ｒの前端部と、に接
合されている。
【０１２０】
　センター接着領域Ｒ３は、外装センターシート１００に対して目付８g/m2でホットメル
ト型接着剤が塗布された領域である。センター接着領域Ｒ３には、スロットコーター方式
による接触塗布にて接着剤が塗布されている。外装センターシート１００と、前側外装体
又は後側外装体と、が重なる前後方向の長さ３０ｍｍに対して、センター接着領域Ｒ３の
前後方向の長さは、２０ｍｍである。センター接着領域Ｒ３の前側及び後側のそれぞれに
５ｍｍずつ接着剤が塗布されていない非塗工領域がある。非塗工領域の前後方向の長さが
５ｍｍであり、使い捨ておむつ全体と比較して短い長さであるため、例えば、外装センタ
ーシート１００の非塗工領域がめくれた場合であっても、見栄えを損なうことはない。特
に、最も外側に外装センターシートが配置される場合に外装センターシートのめくれを抑
制できる。
【０１２１】
　外装センターシート１００のうち、前側外装バックシート８０Ｆ（又は後側外装バック
シート８０Ｒ）に重なる領域は、第１接着領域と第２接着領域とが重なる重畳領域Ｒ４に
重なる第３シート材として機能している。
【０１２２】
　本実施の形態では、接着剤としてベースポリマーが合成ゴム系（SIS）であるホットメ
ルト接着剤を使用した。ベースポリマーがEVA(エチレン酢酸ビニル共重合体)であるEVA系
、またはポリオレフィンなどであるオレフェフィン系のホットメルトを使用してもよい。
しかし、接着力（タック力）と凝集力を兼ね備えたベースポリマーが合成ゴム系の接着剤
が好適である。
【０１２３】
　また、弾性部材が天然ゴムや合成ゴムなどで扁平した形状の場合には、SEPS系など接着
力に優れたものがよく、弾性部材がスパンデックスなどで接着面積が小さい場合には、凝
集力の高いものがよく、合成ゴム系の中でもSISやSBSのものが望ましい。
【０１２４】
　次いで、図９に基づいて、弾性部材の接合状態について説明する。後脚回り弾性材５Ｒ
の前端部は、脚回り弾性材が切断される前の状態で後側外装トップシートの前端部及び前
側外装バックシートの前端部に一致まで存在する。しかし、脚回り弾性材が切断されると
、脚回り弾性材の伸長状態が解除される。後側外装トップシートの前端部及び前側外装バ
ックシートの前端部には、第１接着領域及び第２接着領域が設けられてなく、後脚回り弾
性材５Ｒの前端部が外装シートに接合されていないため、後脚回り弾性材５Ｒの前端部は
、切断後に伸長方向の内側（本実施の形態における後方側）に収縮する。
【０１２５】
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　収縮した後脚回り弾性材５Ｒの前端部５１は、第１接着領域Ｒ１と第２接着領域Ｒ２と
が重なる重畳領域Ｒ４において保持される。重畳領域Ｒ４は、第１接着領域と第２接着領
域とが重なっており、接着剤の目付が（第１接着領域や第２接着領域よりも）高くなり、
接着力が高い。よって、重畳領域Ｒ４において後脚回り弾性材５Ｒの前端部５１の移動を
抑制することができる。このように、後脚回り弾性材５Ｒの前端部５１を重畳領域Ｒ４に
配置することにより、意図した位置に脚回り弾性材を伸長状態で配置し、この弾性部材に
よって意図した領域の脚回り開口部近傍を収縮させることができる。よって、脚回りのフ
ィット性を高める（ことができる。
【０１２６】
　このように、脚回り弾性材が配置された領域のうち、脚回り弾性材の収縮力が比較的高
く作用する脚回り弾性材の端部（切断箇所となる端部）が配置される部分に、重畳領域Ｒ
４を設けて接着剤の目付を高くすることにより、カットバックによる脚回り弾性材の移動
を効果的に低減することができる。
【０１２７】
　なお、本実施の形態では、第１接着領域の目付よりも第２接着領域の目付よりも高く構
成して、脚回り弾性材の切断される端部近傍の接着剤を高く構成している。しかし、第１
接着領域の目付を第２接着領域の目付よりも高く構成してもよい。
【０１２８】
　また、重畳領域Ｒ４は、第１接着領域を構成する弾性材接着領域Ｒ１１とシート接着領
域Ｒ１２のうち、少なくともいずれか一方と第２接着領域とが重なる領域であればよい。
更に、第１接着領域は、弾性材接着領域Ｒ１１とシート接着領域Ｒ１２のいずれかのみに
よって構成されていてもよい。
【０１２９】
　外装トップシート、外装バックシート及び外装センターシートは、不織布によって構成
されており、接着剤の目付が高すぎると、接着剤が透過して露出するおそれがある。しか
し、重畳領域Ｒ４を覆うように外装センターシート１００が配置されており、重畳領域Ｒ
４のシートの層数は、第１接着領域Ｒ１における、外装センターシート１００が重なる部
分以外の第１接着領域Ｒ１のシート材層数よりも多い。よって、重畳領域Ｒ４の接着剤の
目付が高く、接着剤がシート材から浸み出した場合であっても、カバー材としての外装セ
ンターシート１００によって保護できる。したがって、接着剤が着用者の肌等に付着する
ことを抑制でき、肌トラブル等を防止することができる。
【０１３０】
　また、接着剤を比較的多く塗布されたシート（例えば、重畳領域が設けられたシート）
の外側にもう１枚シートを重ね合わせるように構成してもよい。重畳領域が設けられたシ
ートの外方向にシートを設けることにより、風合いを柔らかくすることができる。なお、
本実施の形態では、重畳領域を覆うように外装センターシートを設けているが、他のシー
ト材を配置して、重畳領域を覆うようにしてもよい。
【０１３１】
　外装体１Ｂは、脚回り弾性材よって外装体が収縮する収縮領域Ｒ５と、収縮領域の収縮
方向において収縮領域Ｒ５に隣接して配置され、かつ外装体が脚回り弾性材によって収縮
しない非収縮領域Ｒ６と、を有している（図９参照）。非収縮領域は、収縮領域よりも、
弾性部材が切断される外装体１Ｂの端部側に配置されている。
【０１３２】
　収縮領域Ｒ５とは、伸長固定した弾性部材の収縮によって、弾性部材と重なるシートの
長さが収縮前に比べて短くなった状態の領域をいう。ここでいう収縮とは、繊維の長さが
収縮前に比べて短くなった状態をいい、三次元的なコイル状の捲縮を発現して見掛けの繊
維長さが短くなった状態も含む。なお、収縮領域は、実質的に伸縮性が発現する領域をい
い、弾性部材が存在する領域であっても、例えば、ヒートシール等が施されて剛性が高く
なることによって、実質的に伸縮性が発現しなくなっている領域は含まない。これに対し
て、非収縮領域Ｒ６とは、幅方向にも長手方向にも伸縮力を有さない領域をいう。非収縮
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領域の伸縮力は０（N／ｃｍ）である。収縮領域Ｒ５の非収縮領域側の端部とは、収縮領
域Ｒ５と非収縮領域Ｒ６の境界である。
【０１３３】
　収縮領域Ｒ５の非収縮領域の境界は、例えば、見た目の収縮状態に基づいて判断するこ
とができる。具体的には、ギャザーの有無によって判断し、ギャザーが形成されない平ら
な状態の領域が非収縮領域であり、ギャザーが生じている領域が収縮領域である。ギャザ
ーの端部が収縮領域と非収縮領域の境界となる。
【０１３４】
　また、収縮領域Ｒ５と非収縮領域Ｒ６の境界は、以下の２つの方法のいずれかによって
も検出できる。
【０１３５】
　第１の検出方法は、長さに基づいて収縮領域Ｒ５と非収縮領域Ｒ６の境界を検出する。
まず、収縮領域の端部と思われる箇所にマーキングする。力を加えないでサンプルを放置
した状態で、マーキング位置より非収縮領域側に向けて、任意の長さで他方端をマーキン
グする。そして、マーキングした２点間の距離を測定する。この距離を自然長の距離Ａと
する。
【０１３６】
　次いで、マーキングした２点間を手で引っ張って伸長させて、マーキングした２点間の
距離を測定する。この距離を伸長時の距離Ｂとする。
【０１３７】
　このとき、Ｂ＞Ａの関係を満たす場合は、測定した２点間は収縮領域に含まれていると
判定する。
【０１３８】
　よって、収縮領域の端部と思われる箇所のマーキングの位置を修正し、非収縮領域側に
ずらした位置にマーキングし、再度測定する。
【０１３９】
　一方、測定の結果、Ｂ＝Ａの関係を満たす場合は、測定した２点間は非収縮領域に含ま
れていると判定する。
【０１４０】
　収縮領域Ｒ５と非収縮領域Ｒ６の境界を決めるために、収縮領域側にマーキングし、再
度測定してみる。マーキングした２点間の距離が、自然状態の距離Ａと、伸長状態の距離
Ｂと、が同じ距離になる点を検出し、その点を収縮領域と非収縮領域の境界とする。
【０１４１】
　また、第２の検出方法は、応力に基づいて収縮領域Ｒ５と非収縮領域Ｒ６の境界を検出
する。
【０１４２】
　1) 測定対象となるサンプルを用意し、見た目で収縮領域と非収縮領域の境界と思われ
る箇所（ギャザーの端部）を含むように、弾性部材及びそれに重なるシート部材を所定の
寸法で採取する。サンプルの寸法は、例えば、幅を10mmとして、長さを自然長(伸長時長
さ)で50mmに印をつけ、100mm長さを採取する。
【０１４３】
　2)上記サンプル50mmに印をつけた部分を引張試験機のチャック内に位置するように設定
し、チャック間に挟んでセットする。
【０１４４】
　3)50mm長さの95％、すなわちチャック間が47.5mmになったときの応力値を求める。
【０１４５】
　4)収縮領域側の長さを短くなるように、サンプルのマーキング長さを短くし、その長さ
に対してチャック間が同様に95％になったときの応力値を求める。
【０１４６】
　5)上記応力がゼロになったときの収縮領域側のマーキング位置が、収縮領域と非収縮領
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域の境界となる。
【０１４７】
　なお、応力を測定するサンプルの幅及び長さは製品の状態により、適宜変更してもよい
。
【０１４８】
　収縮領域Ｒ５の非収縮領域側の端部（収縮領域と非収縮領域との境界）が重畳領域にあ
るため、重畳領域が設けられた部分からシート材を収縮させることができ、意図した領域
を収縮させることができる。例えば、非連続的にレッグギャザーを設ける場合において、
非連続的に配置された脚回り弾性材の端部の抜けを抑えることができる。よって、配置し
た脚回り弾性材が有効に作用し、レッグギャザーを設けたい場所に最小必要限度の弾性材
を配置して実現できる。更に、弾性部材を挟み込むシートも無駄にならないため、コスト
パフォーマンスに優れたギャザーを設けることができる。
【０１４９】
（５）変形例
　次いで、変形例に係る使い捨ておむつについて、図１０～図１８を参照しながら説明す
る。なお、以下の実施の形態において、上述の実施の形態と同様の構成については、同一
の符号を付して説明を省略する。
【０１５０】
　図１０は、変形例１に係る使い捨ておむつを示した図である。図１１は、図１０に示す
Ｘ４-Ｘ’４線に沿った外装体の断面図である。変形例１に係る使い捨ておむつは、外装
センターシート１００を備えてなく、前側外装トップシート及び前側外装バックシートと
、後側外装トップシート及び後側外装バックシートと、が吸収性本体１Ａによって連結さ
れている。
【０１５１】
　前脚回り弾性材５Ｆは、幅方向に連続して配置されており、後脚回り弾性材５Ｒは、非
連続的に配置されている。脚回り開口部９及び後脚回り弾性材は、吸収性本体１Ａよりも
幅方向外側に位置しており、吸収性本体１Ａに重なっていない。
【０１５２】
　変形例１に係る使い捨ておむつは、第３シート材として補助シートを備えている。補助
シート１０１は、後側外装トップシートと後側外装バックシートとの間に配置されている
。補助シート１０１は、目付１３g/m2のＳＭＳ不織布によって形成されており、変形例１
の外装トップシートは、目付１８g/m2のスパンボンド不織布によって形成されており、外
装バックシートは、目付１６g/m2のスパンボンド不織布によって形成されている。
【０１５３】
　このように構成された使い捨ておむつの製造方法は、補助シート１０１又は外装バック
シートに、補助シート１０１と外装バックシートとを接合するための補助シート接着領域
Ｒ７を設ける。補助シート接着領域Ｒ７には、目付８g/m2でスロットコーター方式による
接触塗工で接着剤が塗布されている。そして、補助シート１０１と外装バックシートとを
接合する。
【０１５４】
　次いで、補助シート１０１と外装バックシートとを接合した複合シートの脚回り弾性材
が配置される側の面に第２接着領域Ｒ２を設ける。第２接着領域Ｒ２には、目付１０g/m2

でスロットコーター方式による接触塗工で接着剤が塗布されている。複合シートの脚回り
弾性材が配置される側の面に、弾性材接着領域Ｒ１１を設けた後、脚回り弾性材を伸長状
態で配置する。弾性材接着領域Ｒ１１には、目付８g/m2でスパイラル方式による非接触塗
工で接着剤が塗布されている。
【０１５５】
　また、外装トップシートに、外装トップシートと複合シートとを接合するためのシート
接着領域Ｒ１２を設ける。シート接着領域Ｒ１２には、目付１．５g/m2でコントロールシ
ーム方式による非接触塗工で接着剤が塗布されている。外装トップシートと複合シートと
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を重ねてプレスした後、外装トップシート及び複合シートからはみ出した脚回り弾性材を
切断することにより、外装体を製造することができる。
【０１５６】
　更に、変形例１の使い捨ておむつは、吸収性本体よりも脚回り開口部が幅方向外側に位
置するため、吸収性本体１Ａを外装体１Ｂに貼り合せた後に、脚回り開口部を形成しても
よい。
【０１５７】
　図１２は、変形例２に係る使い捨ておむつを構成する外装体の断面図である。変形例１
に係る使い捨ておむつは、外装トップシートと外装バックシートとの間に補助シート１０
１が設けられているが、変形例２に係る使い捨ておむつは、外装トップシートよりも内方
向に補助シートが配置されている。なお、補助シート１０１は、外装バックシートよりも
外方向に配置されていてもよい。
【０１５８】
　補助シート１０１は、目付１６g/ m2のスパンボンド不織布によって形成されており、
外装トップシートは、目付１５g/ m2のＳＭＳ不織布によって形成されており、外装バッ
クシートは、目付１６g/ m2のスパンボンド不織布によって形成されている。
【０１５９】
　このように構成された使い捨ておむつの製造方法は、外装トップシートに第２接着領域
Ｒ２を設ける。第２接着領域Ｒ２には、目付２０g/m2でスロットコーター方式による接触
塗工で、ストライプ状に接着剤が塗布されている。第２接着領域Ｒ２は、２ｍｍ幅で５本
設けられており、各第２接着領域Ｒ２の間は、２ｍｍあいている。このように第２接着領
域を設けることにより、3重にシートが重なる重畳領域の硬さを和らげることができる。
【０１６０】
　次いで、外装トップシートに弾性材接着領域Ｒ１１を設けた後、脚回り弾性材を伸長状
態で配置する。弾性材接着領域Ｒ１１には、目付８g/ m2でスパイラル方式による非接触
塗工で接着剤が塗布されている。
【０１６１】
　また、外装バックシートに、外装トップシートと外装トップシートとを接合するための
シート接着領域Ｒ１２を設ける。シート接着領域Ｒ１２には、目付１．５g/ m2でコント
ロールシーム方式による非接触塗工で接着剤が塗布されている。そして、外装トップシー
トと外装バックシートとを接合する。
【０１６２】
　そして、補助シート１０１に、補助シート１０１と外装トップシートとを接合するため
の補助シート接着領域Ｒ７を設ける。補助シート接着領域Ｒ７には、目付８g/m2でスロッ
トコーター方式による接触塗工で接着剤が塗布されている。そして、補助シート１０１と
外装トップシートとを接合する。
【０１６３】
　図１３は、変形例３に係る使い捨ておむつの展開平面図である。変形例１の使い捨てお
むつと比較して、後脚回り弾性材が異なっている。変形例３の後脚回り弾性材５Ｒの前胴
回り領域側の端部は、後側外装トップシートの前端部及び後側外装バックシートの前端部
に配置されていなく、幅方向中央側の吸収性本体の側部に配置されている。
【０１６４】
　このような後脚回り弾性材を配置する方法は、例えば、左側の脚回り弾性材と右側の脚
回り弾性材とを連続した状態で配置し、製品中央部において後脚回り弾性材を切断する。
図１３に切断箇所Ｃを模式的に示す。製品中央部で切断された後脚回り弾性材５Ｒは、幅
方向外側に収縮して、左右の後脚回り弾性材が離間して配置される。
【０１６５】
　予め、吸収性本体の両側部に第２接着領域Ｒ２を設け、脚回り弾性部材が配置される領
域に第１接着領域Ｒ１を設け、かつ第１接着領域と第２接着領域とが重なる重畳領域Ｒ４
を被覆するように、外装トップシートの内方向に補助シート１０１を配置する。このよう
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に、第１接着領域Ｒ１、第２接着領域Ｒ２及び補助シート１０１を設けることにより、カ
ットバックした弾性部材を重畳領域にて保持し、意図した領域に伸長状態の弾性部材を配
置することができる。
【０１６６】
　図１４は、変形例４に係る使い捨ておむつの図２に示すＸ３-Ｘ’３線を基準とした模
式断面図である。変形例４に係る使い捨ておむつは、実施の形態に係る使い捨ておむつに
対して、後脚回り弾性材５Ｒの前端部５１の位置が異なっている。
【０１６７】
　変形例４に係る使い捨ておむつの後脚回り弾性材５Ｒの前端部５１は、重畳領域Ｒ４に
配置されてなく、重畳領域Ｒ４よりも前方に位置している。しかし、後脚回り弾性材５Ｒ
の前端部５１は、接着剤によって後側外装トップシート等に確実に接着されてなく、後脚
回り弾性材５Ｒは、前端部５１から一定の領域において、非伸長状態である。よって、後
脚回り弾性材５Ｒによる収縮領域Ｒ５の非収縮領域Ｒ６側の端部は、後脚回り弾性材５Ｒ
の前端部５１よりも後方であり、重畳領域Ｒ４の前端部と一致している。
【０１６８】
　なお、変形例４に係る使い捨ておむつは、収縮領域Ｒ５の非収縮領域Ｒ６側の端部が重
畳領域Ｒ４の前端部と一致しているが、この構成に限られない。例えば、収縮領域Ｒ５の
非収縮領域Ｒ６側の端部が、重畳領域Ｒ４内に配置されていてもよい。また、後脚回り弾
性材５Ｒの前端部５１は、重畳領域よりも外方（図１４に示す前方）、かつ第２接着領域
Ｒ２と重なる領域内に配置されていてもよいし、重畳領域よりも外方、かつ第２接着領域
Ｒ２と重ならない領域内に配置されていてもよい。
【０１６９】
　図１５は、変形例５に係る使い捨ておむつの図２に示すＸ３-Ｘ’３線を基準とした模
式断面図である。変形例５に係る使い捨ておむつは、実施の形態に係る使い捨ておむつに
対して、後脚回り弾性材５Ｒの前端部５１の位置、及び後側外装トップシート７０Ｒと後
側外装バックシート８０Ｒとの位置関係が異なっている。
【０１７０】
　変形例５に係る使い捨ておむつの後脚回り弾性材５Ｒの前端部５１は、第２接着領域Ｒ
２の前後方向端部と一致している。しかし、後脚回り弾性材５Ｒの前端部５１は、接着剤
によって後側外装トップシート等に確実に接着されていなく、後脚回り弾性材５Ｒは、前
端部５１から一定の領域において、非伸長状態で配置されている。よって、後脚回り弾性
材５Ｒによる収縮領域Ｒ５の非収縮領域Ｒ６側の端部は、後脚回り弾性材５Ｒの前端部５
１よりも後方であり、重畳領域Ｒ４の前端部よりも後方に位置する。すなわち、後脚回り
弾性材５Ｒによる収縮領域Ｒ５の非収縮領域Ｒ６側の端部は、重畳領域Ｒ４内に位置する
。
【０１７１】
　また、変形例５に係る後側外装バックシート８０Ｒの前端部は、後側外装トップシート
７０Ｒの前端部よりも前方に位置する。後側外装バックシート８０Ｒの前端部が、後側外
装トップシート７０Ｒの前端部よりも前後方向外側（図１５に示す前側）に位置している
ため、後側外装トップシート７０Ｒの前端部近傍に塗布された第２接着領域Ｒ２の前端部
が、後側外装バックシート８０Ｒの前後方向外側にはみ出すことを防止できる。例えば、
製造時に、後側外装トップシート７０Ｒの位置がずれたり、後側外装バックシート８０Ｒ
の位置がずれたり、第２接着領域の位置がずれたりした場合であっても、第２接着領域を
後側外装バックシート８０Ｒによって覆うことができ、接着剤が露出することを防止でき
る。
【０１７２】
　なお、後側外装トップシート７０Ｒと後側外装バックシート８０Ｒとの間の接着剤の露
出を防ぐ観点から、後側外装トップシート７０Ｒと後側外装バックシート８０Ｒのうち、
外方向ＯＵＴに位置するシート材の端部を内方向ＩＮに位置するシート材の端部よりも延
出して配置することが望ましい。しかし、変形例として、内方向ＩＮに位置するシート材
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の端部を外方向ＯＵＴに位置するシート材の端部よりも延出して配置してもよい。
【０１７３】
　また、第２接着領域Ｒ２は、第１接着領域Ｒ１よりも目付が高く、接着剤がはみ出しや
すい。よって、第２接着領域Ｒ２の接着剤の露出を防ぐ観点から、シート材の端部側に塗
布する接着剤（第２接着領域Ｒ２を構成する接着剤）を配置するシート材を、他のシート
材よりも前後方向内側に配置することが望ましい。
【０１７４】
　また、後側外装トップシート７０Ｒの前端部と後側外装バックシート８０Ｒの前端部と
の距離Ｌ１は、0～15mmが望ましい。例えば、後側外装トップシート７０Ｒの前端部と後
側外装バックシート８０Ｒの前端部の距離Ｌ１が長すぎると、後側外装トップシート７０
Ｒと後側外装バックシート８０Ｒが積層する領域が短くなり、脚回り弾性材が露出するお
それがある。
【０１７５】
　実施形態のように、外装体を構成するシート材の端部に沿って弾性部材を切断する構成
のみならず、外装体の端部以外の部分で弾性部材を切断する形態においても適用すること
ができる。
【０１７６】
　図１６～１８は、変形例６に係る吸収性物品としての使い捨ておむつを示した図である
。図１６は、変形例６に係る使い捨ておむつの展開平面図である。変形例６に係る使い捨
ておむつは、吸収性本体１Ａと、吸収性本体１Ａよりも外方向に配置される外装体１Ｂと
、を備える。使い捨ておむつは、着用者の股間部に当てられる股下領域Ｓ３と、股下領域
の前方に配置される前胴回り領域Ｓ１と、股下領域の後方に配置される後胴回り領域Ｓ２
と、を備える。吸収体４０は、吸収体４０の幅方向中心よりも幅方向両外側に位置し、か
つ吸収体が外方向に凸に曲がることができるように形成された一対の曲部を有している。
【０１７７】
　曲部は、長手方向に沿って形成された圧搾部４７である。圧搾部は、吸収体を厚み方向
に圧縮されて形成されている。なお、本実施の形態の曲部は、圧搾部によって構成されて
いるが、吸収体に形成されたスリット（例えば、サイドスリット４６）によって構成され
ていてもよい。また、吸収体４０は、一対の圧搾部４７間に配置され、曲部を有しない中
央吸収部を有する。中央吸収部は、吸収体４０の圧搾部４７の間の領域であり、曲部を構
成する圧搾部及びスリットが形成されていない領域である。
【０１７８】
　一対の曲部は、吸収体が外方向に変形した際に着用者の臀部を覆うように変形させる変
形基点となるため、着用者の臀部の窪んでいる位置よりも幅方向外側に位置することが望
ましい。また、一対の曲部間の距離（中央吸収部の幅方向における長さ）は、後述する便
の収容空間等に応じて適宜設定することができ、本実施の形態では、５０ｍｍである。　
　外装体１Ｂには、複数の弾性部材としての後脚回り弾性材５Ｒが配置されている。後脚
回り弾性材５Ｒは、幅方向に延びる直線状の直線部５２と、直線部５２よりも幅方向両外
側に位置し、かつ幅方向内側から幅方向外側に向かって前後方向内側である前側から前後
方向外側である後側に延びる曲線状の曲線部５３と、を有する。直線部５２は、胴回り弾
性材に沿って配置されている。曲線部は、脚回り開口部９に沿って配置されている。
【０１７９】
　後脚回り弾性材５Ｒの直線部５２は、吸収体の圧搾部４７に重なっている。直線部５２
と圧搾部４７は、厚み方向において重なっている。なお、直線部５２と圧搾部４７とが重
なっている状態とは、直線部５２と圧搾部４７とが接した状態で重なっている状態のみな
らず、本実施の形態のように、後側外装トップシート７０Ｒ等、他の部材を介して重なっ
ている状態も含む概念である。
【０１８０】
　後脚回り弾性材５Ｒの曲線部５３は、吸収体４０よりも幅方向外側に配置されている。
後脚回り弾性材５Ｒの曲線部５３は、吸収体と厚み方向において重ならないように配置さ
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れている。
【０１８１】
　後脚回り弾性材５Ｒの曲線部５３の伸長率は、後脚回り弾性材５Ｒの直線部５２の伸長
率よりも高い。ここでいう伸長率とは、使い捨ておむつの伸長させた伸長状態における伸
長率でＳある。伸長率は、例えば、以下の方法によって測定できる。
【０１８２】
　弾性部材を100%伸長させた状態で製品を固定し、直線部(インナー幅方向両端部間)及び
曲線部(係止の内側から前記インナー幅方向両端部)の寸法を測定する(この寸法をIとする
)。前記記載した直線部及び曲線部の端部に印を入れた後、弾性部材部分をカットする。
ホットメルト等の付着物を完全に取り除いた後、ものさしにて非伸長状態の弾性部材を真
直ぐに置いた状態で寸法を測定する(この寸法をIIとする)。I/IIの計算値を伸長率とする
。
【０１８３】
　具体的には、直線部の伸長率は、１．２～１．６倍であり、曲線部の伸長率は、２．１
～２．５倍である。
【０１８４】
　このように構成された使い捨ておむつは、着用者に着用された状態で、着用者の脚によ
って吸収体がはさまれることにより、吸収体４０の一対の圧搾部４７を介して吸収体４０
が外方向に変形する。吸収体４０が圧搾部４７を起点に変形するため、圧搾部４７間の吸
収体が着用者の股間部に対向して配置される。このとき、吸収体４０の圧搾部４７間は、
曲部が形成されていない中央吸収部であるため、圧搾部４７間の中央吸収部は、変形基点
となり難い。よって、着用者の股間部の下方に股間部と離間して平面状態の吸収体が配置
され、着用者の下方に便等の収容空間を形成できる。
【０１８５】
　また、一対の圧搾部に直線部が重なっているため、直線部の収縮により一対の曲部間の
距離が短くなり、着用者の股間部に対向して配置される空間の幅方向長さが短くなる。吸
収体の幅は、股間部に対向する領域からその前後方向に向かって広がる。よって、吸収体
が股下から前後方向外側に向かって幅方向内側から幅方向外側に広がるお椀形状となる。
お尻等の身体の丸みに沿って吸収体を配置できる。
【０１８６】
　更に、直線部よりも曲線部の伸長率が高いため、吸収体よりも幅方向外側に位置する外
装体及び吸収性本体が収縮し易くなる。吸収体よりも幅方向外側の領域が収縮することに
より、吸収体を引き上げ易くなり、吸収体を着用者の身体に沿って配置できる。
【０１８７】
　例えば、吸収体と重なって配置される弾性部材（本実施の形態においては、後脚回り弾
性材５Ｒ）の伸長率が比較的高いと、脚回り弾性材の収縮によって吸収体が意図しない状
態で変形することがある。吸収体は、着用者に当たる部分であり、吸収体に意図しない凹
凸が形成されると、吸収体と身体とが点であたりやすくなり、吸収体のあたる部分とあた
らない部分の感触に差が発生し、不快感が発生してしまう。また、意図しない凹凸が吸収
体の表面に形成されると、身体に沿って配置される部分が一定に形成されず、便を収容す
る空間がなくなってしまい、便漏れが発生しやすくなることがある。
【０１８８】
　また、吸収体に圧搾部等の曲部を形成することにより、意図した位置で吸収体を変形さ
せることができる。しかし、吸収体が身体に対して密着していない場合には、着用者が歩
くなどの動作をした際に、吸収体と体との間に隙間が更に生じ、脚に吸収体が当たり、不
快感が生じ易くなる。さらに、吸収体が身体に対して密着していない場合には、着用者に
長時間装着された状態されると、使い捨ておむつがずれ落ちることがあり、隙間の発生に
よる漏れが生じ易くなる。
【０１８９】
　このような問題に対して、変形例６に係る吸収性物品によれば、曲部である圧搾部４７
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を介して吸収体を意図した状態に変形させて、着用者の下方に便を収容する空間を形成で
きる。更に、吸収体の圧搾部に重なる後脚回り弾性材５Ｒの伸長率が比較的低いため、吸
収体に意図しない凹凸が形成されることを抑制し、吸収体を着用者の身体に沿って配置で
きる。
【０１９０】
　次いで、図１７及び図１８に基づいて、変形例６に係る使い捨ておむつの装着時の変形
態様について説明する。図１７は、変形例６に係る使い捨ておむつの伸長状態を示してお
り、（ａ）は、図１６に示すＸ５-Ｘ’５線の断面図であり、（ｂ）は、図１６に示すＸ
６-Ｘ’６線の断面図である。図１８は、変形例６に係る使い捨ておむつの自然状態を示
しており、（ａ）は、図１６に示すＸ５-Ｘ’５線の断面図であり、（ｂ）は、図１６に
示すＸ６-Ｘ’６線の断面図である。
【０１９１】
　なお、伸長状態とは、使い捨ておむつを構成する表面シート１０や外装トップシート等
の皺が目視にて視認できない状態まで、脚回り弾性材や腰回り弾性材を伸長させた状態で
ある。また、自然状態とは、使い捨ておむつを、２０℃±２℃、相対湿度６０％±５％Ｒ
Ｈの雰囲気下において２４時間放置した状態である。
【０１９２】
　使い捨ておむつを伸長させた伸長状態では、使い捨ておむつの後脚回り弾性材５Ｒ等の
弾性部材が伸長されており、外装体１Ｂや吸収体４０等は弾性部材によって収縮していな
い。よって、Ｘ５-Ｘ’５線の断面図における圧搾部４７間の距離Ｄ１と、Ｘ６-Ｘ’６線
の断面図における圧搾部４７間の距離Ｄ２とは、同じ長さである。
【０１９３】
　一方、使い捨ておむつの自然状態では、使い捨ておむつは、後脚回り弾性材５Ｒ等の弾
性部材によって収縮する。着用時は、使い捨ておむつは、自然状態よりも伸長状態に近く
なる。吸収体４０は、後脚回り弾性材によって収縮し、Ｘ５-Ｘ’５線の断面図における
圧搾部間の距離Ｄ１は、Ｘ６-Ｘ’６線の断面図における圧搾部４７間の距離Ｄ２よりも
短くなる。このとき、吸収体４０は、圧搾部４７を起点に変形した状態で幅方向に収縮す
るため、吸収体は、着用者の臀部の丸みに沿って曲線状に変形する。更に、吸収体よりも
幅方向外側に位置する脚回り弾性材５Ｒの曲線部５３の伸長率が、吸収体と重なる脚回り
弾性材５Ｒの直線部５２の伸長率よりも高いため、吸収体４０よりも幅方向外側において
使い捨ておむつがより収縮する。よって、吸収体よりも幅方向外側に位置する外装体が着
用者の身体に密着し、着用者の臀部を覆うように使い捨ておむつが装着される。
【０１９４】
　また、着用者の身体と接する吸収体は、比較的伸長率が低い直線部と重なっているため
、変形し難い。また、吸収体よりも幅方向外側は、比較的伸長率の高い曲線部が配置され
ているため、吸収体が配置された領域よりも収縮し易い。曲線部は、後方に向かって幅方
向外側に向かって配置されており、着用された状態で脚回りの後部を後側に引き上げるよ
うに作用する。よって、着用された状態で、使い捨ておむつには、吸収体を斜め上に引き
上げる力が作用し、吸収体が身体に密着する。吸収体よりも幅方向外側の領域が使い捨て
おむつ全体を引き上げることにより、着用者の身体に沿って吸収体が配置され、歩行時に
吸収体が変形し難くなり、吸収体が両足間に当たることによる不快感や吸収体のよれを防
止することができる。
【０１９５】
　また、脚回り弾性材５Ｒによって使い捨ておむつ全体を引きあげる力が作用するため、
吸収体の幅方向の位置ずれを防止し、吸収体の幅方向端部が脚の付け根に食い込むことを
抑制することができる。
【０１９６】
　なお、脚回り弾性材は弾性力が強すぎると、着用者への刺激が強く、肌荒れや赤みが発
生してしまうおそれがある。一方で脚回り弾性材の弾性力が弱すぎると、上述の引き上げ
る力が弱く、使いにくくなったり、体に密着しにくくなったりするため、470dtex～940dt
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exを使用することが好ましく、脚回り弾性材の本数は、２～４本が好ましい。
【０１９７】
　更に、直線部５２は、吸収体の前後方向中心よりも後方において吸収体に重なるため、
着用者の臀部に当たる領域の吸収体をお椀状に変形できる。よって、臀部の丸みにそって
吸収体を配置できる。
【０１９８】
　吸収体は、吸収体の幅方向の長さが吸収体の前後方向中央部から前後方向外側に向かっ
て長くなる傾斜領域４８を有している。後脚回り弾性材５Ｒの直線部５２は、吸収体の傾
斜領域４８に重なる。傾斜領域は、吸収体の幅方向外側端部のうち、吸収体の幅方向の長
さが前後方向外側（前側及び後側）に向かって長くなる領域である。図１６において、傾
斜領域を一点鎖線で囲んで示す。
【０１９９】
　吸収体は、吸収体の長手方向中心に位置する最狭領域、吸収体の長手方向の両端部に位
置する最広領域、及び傾斜領域から構成されている。尻側の傾斜領域は、最狭領域及び最
広領域の間に位置する。仰向け寝や横寝時における横漏れは、傾斜領域から尿が出るもの
が多い。更に、傾斜領域に皺やたくれが発生すると、吸収体が体に沿わない形状になり、
横漏れが更に生じ易くなる。しかし、後脚回り弾性材５Ｒの直線部５２が吸収体の傾斜領
域４８に重なっているため、後脚回り弾性材５Ｒの直線部５２を引っ張ることにより、吸
収体の傾斜領域の皺を取ることができる。特に、着用者が自ら装着せずに、介護者が装着
させる際に、後脚回り弾性材５Ｒの直線部５２を引っ張って、吸収体の皺やたくれを容易
に取ることができる。吸収体の皺やたくれを低減することにより、体液の漏れを軽減させ
ることができる。
【０２００】
　なお、変形例６の使い捨ておむつは、弾性部材としての後脚回り弾性材５Ｒが直線部及
び曲線部を有し、かつ曲部に跨って配置されているが、弾性部材としての前脚回り弾性材
５Ｆが直線部及び曲線部を有し、かつ曲部に跨って配置され、着用者の前側に配置される
部分がお椀状に変形するように構成されていてもよい。
【０２０１】
　次いで、図１９に基づいて、変形例７に係る吸収性物品としての使い捨ておむつについ
て説明する。変形例７に係る使い捨ておむつは、圧搾部４７が長手方向に対して傾斜して
いる。一対の圧搾部４７間の距離は、圧搾部の前後方向内側（前側）よりも圧搾部の前後
方向外側（後側）の方が長い。このように圧搾部４７が前後方向外側に向かって広がる形
状であるため、吸収体が脚回り弾性材５Ｒによって変形した際に、吸収体の前側における
圧搾部間の距離を吸収体の後側における圧搾部４７間の距離よりも短くでき、より股下領
域から後胴回り領域に向かって広がるお椀状に使い捨ておむつを変形できる。
【０２０２】
　また、変形例６及び変形例７に係る吸収体は、前後方向中心から前後方向外側に向かっ
て幅方向の長さが長くなる砂時計形状であるが、吸収体の形状は、これに限定されない。
例えば、吸収体の幅方向の長さが一定であってもよい。
【０２０３】
　変形例６及び変形例７に係る吸収体の曲部は、圧搾部によって構成されているが、スリ
ットによって曲部を構成してもよい。例えば、吸収体４０の厚みが比較的薄い場合には、
吸収体に圧搾部４７を形成することにより、圧搾部４７が形成された領域と周囲の領域と
の間に剛性差が生じ、圧搾部を基点として吸収体を変形させることができる。また、吸収
体４０の厚みが比較的厚い場合には、圧搾部の深さを深く形成する必要がある。
【０２０４】
　一方、曲部としてスリットを用いる場合は、スリットを基点として吸収体を変形させる
ことができる。スリットは、圧搾部よりも吸収体の厚みに起因せずに設置できる。しかし
、スリットを形成した部分には吸収性材料であるパルプ等が配置されていないため、スリ
ットを伝って尿が流れてしまうことがある。特に横寝、仰向き寝の状態では、排尿点から
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尿がスリットを流れてしまうと、尿が流れる方向が重力方向となるため、スリット上で流
速が早くなり、漏れが発生し易くなる。よって、着用者の姿勢によらず、漏れ難くする観
点によれば、スリットよりも圧搾部を形成することが好ましい。
【０２０５】
　（６）その他の実施の形態
　上述したように、本発明の実施の形態を通じて本発明の内容を開示したが、この開示の
一部をなす論述及び図面は、本発明を限定するものであると理解すべきではない。この開
示から当業者には様々な代替実施の形態、実施例及び運用技術が明らかとなる。
【０２０６】
　例えば、上述した実施の形態では、パンツ型の使い捨ておむつとして説明したが、本発
明は、これに限定されるものではなく、オープン型の使い捨ておむつ、失禁用パッド及び
生理用ナプキンなどに適用してもよい。
【０２０７】
　上述の実施形態では、弾性部材として脚回り弾性材を挙げて説明したが、本発明におけ
る弾性部材は、レッグサイドギャザーを構成する弾性部材等の他の弾性部材において適用
することが可能である。
【０２０８】
　また、上述の実施形態では、外装センターシートや補助シートが第３シート材として機
能しているが、吸収性本体の一部が第３シート材として機能してもよい。
【０２０９】
　また、上述した実施形態では、後脚回り弾性材５Ｒと、後脚回り弾性材を挟んで配置さ
れる後側外装トップシート７０Ｒ及び後側外装バックシート８０Ｒを例示して説明してい
るが、本発明は、当該実施形態に限られず、前脚回り弾性材５Ｆと、前脚回り弾性材を挟
んで配置される前側外装トップシート７０Ｆ及び前側外装バックシート８０Ｆに適当可能
である。この場合、弾性部材の端部は、前脚回り弾性材５Ｆの後端部であり、収縮領域の
非収縮領域側の端部は、前胴回り領域における収縮領域の後端部である。
【０２１０】
　上述した実施の形態では、前後方向に連続した吸収性本体を切断した後、９０度方向転
換して外装体１Ｂに貼付するように構成しているが、この構成に限定されない。
【０２１１】
　本実施の形態では、吸収体４０は、第１層４１と第２層４２との２層構造であるが、本
発明に係る着用物品の吸収体４０は、第１層のみであってもよいし、３層以上で構成され
ていてもよい。
【０２１２】
　このように、本発明は、ここでは記載していない様々な実施の形態などを含むことは勿
論である。従って、本発明の技術的範囲は、上述の説明から妥当な特許請求の範囲に係る
発明特定事項によってのみ定められるものである。
【符号の説明】
【０２１３】
　１…使い捨ておむつ（吸収性物品）
　３…ウエストギャザー
　３Ａ…ウエスト弾性材
　４，４’…前胴回り側縁部
　５…レッグギャザー
　５Ｆ…前脚回り弾性材
　５Ｒ……後脚回り弾性材
　６，６’…後胴回り縁部
　７…胴回りギャザー
　７Ａ…胴回り弾性材
　１０…表面シート



(30) JP 2014-61255 A 2014.4.10

10

20

30

　１５…セカンドシート
　３０…吸収体裏面シート
　３２…防漏サイドシート
　３３…防漏弾性材
　４０…吸収体
　４１…第１層
　４１Ｗ…内側端部
　４２…第２層
　４２Ｗ…外側端部
　４３…弾性材被覆シート
　４４…中央弾性材
　４５…中央スリット
　４６…サイドスリット
　４７…圧搾部
　５１…前端部
　５２…直線部
　５３…曲線部
　７０Ｆ…前側外装トップシート
　７０Ｒ…後側外装トップシート
　８０Ｆ…前側外装バックシート
　８０Ｒ…後側外装バックシート
　１００…外装センターシート
　Ｓ１…前胴回り領域
　Ｓ２…後胴回り領域
　Ｓ３…股下領域
　Ｒ１…第１接着領域
　Ｒ２…第２接着領域
　Ｒ３…センター接着領域
　Ｒ４…重畳領域
　Ｒ５…収縮領域
　Ｒ６…非収縮領域
　Ｒ７…補助シート接着領域
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